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今
後
今
後
も
様
々

も
様
々
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イ
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予
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予
定
し
て
い
ま
す
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今
後
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を
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予
定
し
て
い
ま
す
�

市
で
は
、「
道
の
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
浄
谷
町
の
国
道
１
７
５
号
沿
い

に
整
備
し
た
「
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
」（
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
開
園
１

周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、「
春
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
を
４
月
２９

日
（祝）
に
開
催
し
、
家
族
連
れ
ら
約
１
万
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

こ
の
公
園
は
、
市
花
「
ひ
ま

わ
り
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
御

影
石
で
で
き
た
「
ひ
ま
わ
り
の
塔
」

（
高
さ
２０
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
に
、

大
型
遊
具
を
備
え
た
わ
ん
ぱ
く

広
場
、
２
万
２
千
平
方
メ
ー
ト

ル
の
芝
生
広
場
、
四
季
の
花
が

咲
き
乱
れ
る
花
壇
、
地
元
産
野

菜
な
ど
の
直
売
所
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
約
８２
万
も
の
人
に
お

越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

今
回
の「
春
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス

タ
」を
は
じ
め
、夏
に
は
小
野
ま

つ
り
と
共
催
の
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ

ス
タ
」、
秋
に
は
「
ハ
ー
ト
フ
ル

フ
ェ
ス
タ
」、
冬
に
は
「
ク
リ
ス

マ
ス
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

と
、
同
公
園
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
で
は
年
４
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。�

小
野
商
工
会
議
所
（
藤
原
茂

会
頭
）
が
５
月
１４
日
（水）
、
ひ
ま

わ
り
の
丘
公
園
内
に
小
野
物
産

館
「
オ
ー
ス
ト
」
を
完
成
さ
せ
、

竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。�

「
オ
ー
ス
ト
」
の
愛
称
は
、
つ

く
ら
れ
て
行
く
・
小
野
市
産
品

の
物
語
、
小
野
ス
ト
ー
リ
ー
の

略
で
、
新
し
い
産
業
の
形
成
と

Ｏ
Ｎ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
拠
点
と

し
て
活
用
、
地
域
商
工
業
の
活
性

化
の
場
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
園
芸
用
品
、
金
物
、
木

工
芸
品
、食
品
、一
般
商
品
、チ
ャ

レ
ン
ジ
手
芸
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

と
各
種
教
室
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。�

園
内
で
は
、
保
育
園
児
の
鼓
笛

隊
や
銭
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ
、
手

作
り
お
も
ち
ゃ
教
室
、
自
分
た
ち

で
組
み
立
て
た
ミ
ニ
そ
ろ
ば
ん
に

よ
る
カ
ー
レ
ー
ス
な
ど
様
々
な
ゾ
ー

ン
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に

も
、
園
芸
用
品
や
花
の
苗
の
販
売
、

ブ
ラ
ジ
ル
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
料

理
の
屋
台
も
並
び
、
人
気
の
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
乗
車
に
は
、
長
い
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。�
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ひまわりの丘公園�ひまわりの丘公園�
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〜
地
域
活
性
化
の
場
に
３６
社
の
商
品
販
売
〜
�

公
園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
�
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館
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オ
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子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
大
型
遊
具
�

○
ミ
ニ
そ
ろ
ば
ん
に
よ
る
カ
ー
レ
ー
ス
�

○ミニSL

○保育園児の鼓笛隊�

○
芝
生
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上
で
昼
食
�
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オ
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ス
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�
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街路樹のアダプトプログラム（里親制度）で知られる
「きらら通り」は、市の玄関口として昨年の８月から市
民が祝う習慣的な節目と祝祭日等についてライトアップ
を試行してきました。試行期間には、市民の方からラ
イトアップ期間の延長や、ライトの色等について前向き
な意見をいただきました。�
そこで、「きらら通り」を拠点として、ウォーカー等

による健康福祉の増進、市の玄関口として昼も夜も視
覚的に広くＰＲし、市内の他の施設への誘導を図るため、
５月１日から毎日、日没から２２時まで点灯を行います。�

「きらら通り」の�
　　　　　ライトアップ！�
「きらら通り」の�
　　　　　ライトアップ！�
「きらら通り」の�
　　　　　ライトアップ！�
～５月１日から毎日点灯しています～�

ひかりのプロムナード�

～５月１日から毎日点灯しています～�

ひかりのプロムナード�



�

【
基
本
理
念
】（
第
２
条
）�

・
市
民
お
よ
び
市
は
地
域
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、

協
働
し
て
生
活
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
自
主
的
か
つ
自
立

的
に
活
動
す
る
よ
う
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。�

・
市
民
お
よ
び
市
は
、
生
活
の
安

全
を
確
保
す
る
上
で
良
好
な
地

域
社
会
の
重
要
性
を
認
識
し
、

地
域
に
お
け
る
連
帯
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
地

域
活
動
を
育
む
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。�

【
市
民
の
役
割
】（
第
４
条
）�

・
市
民
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

自
ら
生
活
の
安
全
確
保
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
安
全
な
地
域
社
会
を
育

む
た
め
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。�

【
市
の
役
割
】（
第
５
条
）�

・
市
は
、
市
民
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
の
生
活
安
全
活
動
を
推
進

す
る
た
め
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
必
要
な
施
策
を
実
施
す

る
も
の
と
す
る
。�

①
市
民
の
安
全
意
識
の
啓
発
に

関
す
る
こ
と
�

②
自
主
的
な
生
活
安
全
活
動
を

行
う
公
共
的
団
体
等
に
対
す

る
支
援
に
関
す
る
こ
と
。�

③
そ
の
他
、
条
例
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
必
要
な
事
業
。�

�　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
市

と
市
民
が
協
働
し
て
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
の
連

帯
意
識
を
高
め
、
安
全
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課（
　

　
３
３
８
７
）�

「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
し
な
や
か
に
生

き
た
い
…
。
競
争
中
心
の
男
性
社

会
か
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主

役
と
し
て
輝
け
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
共
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
７
月
１２
日
（土）
　
１０
時
か

ら
１２
時
�

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
大
研
修

室
�

▼
入
場
料
　
無
料
�

▼
内
容
�

○
講
演
�

「
変
わ
る
勇
気
、
変
え
る
勇
気
〜

女
と
男
の
も
っ
と
い
い
関
係
〜
」�

○
講
師
　
辛
 
淑
玉
（
（株）
香
科
舎

代
表
、
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
も
出
演
）�

▼
定
員
　
２
０
０
名
�

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
３０
日
（月）
�

▼
託
児
　
一
時
保
育
（
１
歳
以
上

就
学
前
ま
で
）
有
り
ま
す
。
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
担
当

は
、
小
野
託
児
サ
ー
ク
ル
「
こ
の

ゆ
び
と
〜
ま
れ
♪
」
で
す
。�

▼
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ガ
キ
・
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
託
児
の
有
無
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
先
・
詳
細
　
男
女
共

同
参
画
推
進
課
�

・
住
所
（
〒
６
７
５
｜
１
３
８
０

　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
｜
１
）�

・
　
　
１
０
１
７
�

・
フ
ァ
ク
ス
 
１
０
４
７
�

・
Ｅ
メ
ー
ル
�

平
成
１５
年
４
月
１
日
か
ら
、
災
害
、
犯
罪
、
事
故
か
ら
市
民
の

生
活
の
安
全
を
守
り
、
住
み
よ
い
小
野
市
を
実
現
す
る
た
め
、
小

野
市
生
活
安
全
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。�

こ
の
条
例
は
、
市
民
お
よ
び
市
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
市
民
の

地
域
に
お
け
る
安
全
確
保
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
し
、
も
っ
て

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

主
な
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。�

住
み
よ
い〝
ま
ち
〞を
実
現
す
る
た
め
に
…
�

平
成
１５
年
４
月
１
日
か
ら
�

「
生
活
安
全
条
例
」
定
ま
る
！
�

男
女
共
同
参
画
社
会
の
�

 
 
 
 
 
 
 
実
現
に
向
け
て
…
�

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

男
女
共
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参
画
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進
フ
ォ
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ラ
ム

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

〜
７
月
１２
日
（土）
に
開
催
し
ま
す
〜
�

辛　淑玉さん�

講師�
しん� す�ご�

○�６３�

○�６３�

○�６３�

　
　
　
　 

（danjo@
city.ono.�

   hyogo.jp

）�

し
ん
�

す
�
ご
�
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〔
目
次
〕�

一
章
　
近
世
小
野
の
領
主
支
配
�

一
　
豊
臣
秀
吉
の
播
磨
支
配
�

二
　
池
田
輝
政
の
播
磨
支
配
�

三
　
幕
府
・
諸
藩
の
領
知
支
配
�

四
　
一
柳
家
と
家
臣
団
�

五
　
小
野
藩
の
成
立
と
陣
屋
町
�

六
　
藩
政
の
展
開
と
末
栄
�

二
章
　
農
村
生
活
と
村
人
の
生
活
�

一
　
土
地
と
年
貢
�

二
　
村
役
人
と
村
支
配
�

三
　
小
野
地
域
の
村
の
地
誌
�

四
　
用
水
・
山
野
の
用
益
と
新

　
　
田
開
発
�

三
章
　
商
品
経
済
の
発
展
と
地
域

　
　
　
社
会
の
変
貌
�

一
　
加
古
川
舟
運
�

二
　
商
品
生
産
と
流
通
�

三
　
豪
農
・
豪
商
の
成
立
�

四
章
　
く
ら
し
と
文
化
�

一
　
藩
の
教
育
と
教
化
�

二
　
寺
社
と
興
行
�

三
　
町
在
の
学
芸
と
医
療
�

五
章
　
近
世
社
会
の
動
揺
�

一
　
加
古
川
筋
大
一
揆
�

二
　
新
し
い
地
域
秩
序
の
模
索
�

三
　
幕
末
小
野
藩
の
政
治
情
勢
�

別
録
　
史
料
に
み
る
家
の
由
緒
�

　
　
　
Ａ
５
判
　
約
８
５
０
ペ
ー

　
　
　
ジ
�

付
図
　
正
保
播
磨
国
絵
図
解
読
図
�

　
　
　
市
域
の
近
世
領
知
変
遷
図
�

�〔本
巻
監
修
・
執
筆
者
〕�

大
山
　
喬
平
　
京
都
大
学
名
誉
教
授
�

野
田
　
泰
三
　
京
都
大
学
助
手
�

柴
田
　
　
一
　
就
実
女
子
大
学
学
長
�

原
田
　
誠
司
　
兵
庫
教
育
大
学
助
教
授
�

今
井
　
修
平
　
神
戸
女
子
大
学
教
授
�

竹
下
喜
久
男
　
佛
教
大
学
教
授
�

石
野
　
茂
三
　
小
野
市
史
編
纂
リ
ー
ダ
ー
�

�〔記
録
に
残
さ
れ
た
新
事
実
〕�

○
小
野
藩
一
柳
家
が
陣
屋
を
敷
地

村
か
ら
門
前
村
小
野
に
移
転
し
た

の
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
の
文
書
は
小

野
藩
が
加
古
川
上
流
で
建
築
用
木

材
と
竹
材
を
調
達
し
、
筏
で
小
野

ま
で
輸
送
し
、
五
分
一
銀
を
滝
野

舟
座
に
納
め
た
書
付
で
、
年
号
が

「
た
つ
ノ
」と
あ
る
の
で
、承
応
元

年
の
こ
と
で
陣
屋
移
転
年
を
裏
付

け
る
貴
重
な
史
料
と
な
り
ま
し
た
。�

○
小
野
藩
は
兎
狩
り
を
し
て
「
兎

血
丸
」
と
い
う
兎
の
脳
血
を
製
剤

し
た
丸
薬
を
製
造
し
、
幼
児
の
疱

瘡
予
防
薬
と
し
て
販
売
し
て
い
た

よ
う
で
、
そ
の
製
法
を
記
し
た
の

が
②
の
書
付
で
す
。�

○
江
戸
中
期
の
記
録
に
あ
ら
わ
れ

る
嶋
村
（
大
島
町
）
の
「
出
水
」、

で
当
時
一
五
〇
石
の
田
地
を
潤
し

て
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。�

○
近
世
河
合
郷
は
加
古
川
中
流
域

最
大
の
商
工
業
地
帯
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。
加
古
川
の
豊
か
な
水
と

平
坦
地
に
恵
ま
れ
た
当
地
は
、
舟

運
業
・
酒
造
業
・
絞
油
（
菜
種
・

綿
実
）
業
で
栄
え
、
多
く
の
近
世

資
本
家
（
豪
農
）
を
育
み
ま
し
た
。�

○
大
部
郷
高
田
村
か
ら
片
山
村
の

低
位
水
田
地
帯
を
潤
す
寺
井
堰
は
、

近
世
初
頭
の
慶
長
播
磨
国
絵
図
に

東
条
川
の
取
水
口
近
く
に
「
寺
」

と
い
う
「
小
ム
ラ
」
が
描
か
れ
、

そ
れ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、

中
世
起
源
説
を
裏
付
け
る
根
拠
と

な
り
ま
し
た
。�

�〔購
入
に
つ
い
て
〕�

▼
発
売
　
�

　
平
成
１５
年
６
月
１
日
よ
り
�

▼
価
格
　
７,

０
０
０
円（
郵
送

ご
希
望
の
方
は
、６
０
０
円
加
算
）�

▼
購
入
方
法
�

・
購
読
申
込
書
に
必
要
な
事
項
を

記
入
の
う
え
、
代
金
を
添
え
て

直
接
所
定
の
場
所
で
ご
購
入
く

だ
さ
い
。�

・
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、
購
読
申

込
書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。�

▼
頒
布
場
所
　
市
史
編
纂
グ
ル
ー

プ（
市
民
会
館
４
階
）、好
古
館
、

図
書
館
、中
央
公
民
館
、コ
ミ
セ

ン
（
か
わ
い
・
き
す
み
の
・
い

ち
ば
・
お
お
べ
・
下
東
条
）�

▼
問
い
合
わ
せ
�

 
〒
６
７
５
｜
１
３
８
０
�

 
小
野
市
王
子
町
８
０
６
｜
１
�

　
小
野
市
役
所
　
市
史
編
纂
グ
ル
ー

プ
（
 
 
１
５
２
２
）�

こ
の
た
び
、『
小
野
市
史
』
全
八
巻
の
う
ち
第
７
回
配
本
と
し
て

「
第
二
巻
本
編
Ⅱ
（
近
世
）」
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

こ
の
時
代
、
農
民
は
領
主
か
ら
「
御
百
姓
」
と
呼
ば
れ
大
切
に

さ
れ
、
庄
屋
は
百
姓
全
員
の
投
票
で
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
老
人

に
は
領
主
か
ら
手
当
が
年
間
米
一
石
五
斗
も
支
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
市
域
の
気
候
は
温
暖
で
風
水
害
も
少
な
く
実
際
の
飢
饉
を
経

験
し
て
い
ま
せ
ん
。
等
々
新
事
実
が
盛
り
込
ま
れ
た
貴
重
な
小
野

市
の
歴
史
書
で
す
。�

市
民
の
皆
さ
ん
に
、ぜ
ひ
と
も
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
一
書
で
す
。�

○�６３�

②「兎血丸」口伝� ①筏五分一銀渡覚�

○大島町の「出水」�

○粟生舟座の屋敷門�

第
７
回
配
本
�

『
小
野
市
史
第
二
巻
本
編
Ⅱ
』

『
小
野
市
史
第
二
巻
本
編
Ⅱ
』
�

『
小
野
市
史
第
二
巻
本
編
Ⅱ
』

『
小
野
市
史
第
二
巻
本
編
Ⅱ
』
�

『
小
野
市
史
第
二
巻
本
編
Ⅱ
』
�

６
月
１
日
よ
り
発
売
�

〜
正
し
い
近
世（
江
戸
時
代
）の
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
新
地
域
史
が
誕
生
〜
�
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○�６３�

○�６２�

○�６３�

５
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
今
年
の
小
野
ま
つ
り
は
８

月
１６
日
（土）
、
１７
日
（日）
の
２
日
間

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
１６
日
は
、

大
池
総
合
公
園
で
午
後
か
ら
夜
に

か
け
て
、「
お
の
恋
お
ど
り
予
選
、

決
勝
」
そ
し
て
「
よ
さ
こ
い
総
踊

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
の
仕
掛
け
花
火

が
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ひ

ま
わ
り
の
丘
公
園
で
は
、
午
後
に

子
ど
も
広
場
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

１７
日
（日）
に
は
、
市
民
会
館
で
「
の

ど
自
慢
大
会
」、
大
池
総
合
公
園

で
は
、
夕
刻
か
ら
お
の
恋
お
ど
り
・

の
ど
自
慢
入
賞
者
の
演
技
披
露
、

小
野
音
頭
や
新
小
野
小
唄
、
そ
し

て
、
よ
さ
こ
い
を
踊
る
市
民
総
踊

り
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
会
場
内
の
仕
掛
け
花
火
と
会

場
外
東
方
面
か
ら
の
大
型
打
ち
上

げ
花
火
が
締
め
く
く
り
ま
す
。
今

年
は
週
末
の
２
日
間
開
催
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
と
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課

内
・
　
　
１
９
２
９
）�

小
野
ま
つ
り
検
討
委
員
会
・
実

行
委
員
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
「
ま

つ
り
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。�

例
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
小

野
ま
つ
り
に
ご
来
場
さ
れ
た
方
々

に
「
う
ち
わ
」
を
お
配
り
し
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
も
そ
の
製
作
ス

ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。�

な
お
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
は
う
ち

わ
裏
面
の
一
部
に
広
告
ス
ペ
ー
ス

を
提
供
し
ま
す
。�

小
野
ま
つ
り
は
今
年
も
さ
ら
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
！
�

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
６

月
３０
日
（月）
ま
で
に
、
小
野
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課
内
・
　
　
１
９
２
９
）�

協
働
と
参
画
が
叫
ば
れ
る
な
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る

活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
北
播
磨
地
域
に
お
け

る
市
民
活
動
を
支
援
し
、
市
民
が

自
由
な
発
想
を
持
っ
て
無
理
な
く

活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
の
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
準
備
委
員
会

が
４
月
２５
日
、
小
野
市
で
発
足
し

ま
し
た
。�

現
在
、
北
播
磨
地
域
で
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
メ
ン
バ
ー

が
中
央
公
民
館
２
階
に
あ
る
事
務

局
に
集
い
、
今
年
中
に
特
定
非
営

利
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
法
人
と
な
る

こ
と
を
目
標
に
準
備
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
各
町
の
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
、
そ
の
他
の
団
体
の
方

で
何
か
を
や
り
た
い
と
考
え
て
お

ら
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
立
ち
寄
っ

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　（
仮
称
）
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委

員
会
事
務
局（
　
・
フ
ァ
ク
ス
　

８
１
５
６
・
Ｅ
メ
ー
ル
　ksks.�

arche@
orion.ocn.ne.jp

）�

�

募
集�

募
集�

先
進
地
視
察
を
行
う
設
立
準
備
委
員
会
�

委
員
の
皆
さ
ん
�

昨
年
の
小
野
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
�

大
賞
作
品
�

小
野
ま
つ
り
ラ
イ
ブ�

　  

出
場
バ
ン
ド�

▼
開
催
日
　
８
月
１７
日
（日）
�

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
内
ラ
イ

ブ
特
設
会
場
�

▼
応
募
方
法
　
バ
ン
ド
名
、
代
表

者
名
、代
表
者
連
絡
先
、プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
、メ
ン
バ
ー
構
成
（
年
齢
）、
を

明
記
の
う
え
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
自
分
た
ち
の
演
奏
を
２
曲
録
音

し
た
も
の
を
次
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
）。�

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
　
７
月

１５
日
（火）
（
当
日
消
印
有
効
）�

◎
ス
タ
ッ
フ
募
集
…
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
連
絡
会
で
は
、
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
小

野
市
鹿
野
町
２
４
０
３
（
藤
本
歯

科
医
院
内
）
播
磨
小
野
町
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
連
絡
会
（
　
　
４
７
９

２
）�

Ｅ
メ
ー
ル
　
　
　
　
　
　

dentista@
kba.att.ne.jp

○�６３�

８
月
８
月
１６
日
は
お
の
恋
お
ど
り
、

日
は
お
の
恋
お
ど
り
、�

　
　
　
　
１７
日
は
の
ど
自
慢
・
総
踊
り
・
花
火

日
は
の
ど
自
慢
・
総
踊
り
・
花
火�

８
月
１６
日
は
お
の
恋
お
ど
り
、�

　
　
１７
日
は
の
ど
自
慢
・
総
踊
り
・
花
火�

「
う
ち
わ
」
製
作�

　
　
ス
ポ
ン
サ
ー�

「（
仮
称
）市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

�

　
　
設
立
準
備
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た�

「（
仮
称
）市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

�

　
　
設
立
準
備
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た�

第
２６
回�

第
２６
回�

小
野
ま
つ
り
開
催
内
容
決
定
！

小
野
ま
つ
り
開
催
内
容
決
定
！�
小
野
ま
つ
り
開
催
内
容
決
定
！

小
野
ま
つ
り
開
催
内
容
決
定
！�
小
野
ま
つ
り
開
催
内
容
決
定
！�

6平成１５年　広報「おの」6月号�



梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

大
雨
や
強
風
豪
雨
に
備
え
て
風
水

害
対
策
を
万
全
に
整
え
ま
し
ょ
う
。�

▼
日
頃
の
準
備
・
心
構
え
�

（
家
庭
編
）�

○
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

○
避
難
に
備
え
て
、
非
常
用
持
ち

出
し
袋
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。�

 
（
食
飲
料
・
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電

灯
・
救
急
箱
・
衣
類
・
現
金
等
）�

○
雨
樋
に
落
ち
葉
や
土
砂
が
詰
ま
っ

て
な
い
か
、
屋
根
に
損
傷
が
な

い
か
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

○
家
庭
防
災
会
議
を
開
き
、
身
近

な
危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
避
難
方
法
、
連
絡
方
法
、

避
難
場
所
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。�

○
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
起

こ
り
や
す
い
災
害
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
予
測
し
ま
し
ょ
う
。�

　（
地
す
べ
り
、
崖
崩
れ
、
河
川

氾
濫
等
）�

（
地
域
編
）�

○
地
域
の
水
路
は
掃
除
さ
れ
て
い

ま
す
か
。�

○
溜
池
、
河
川
の
堤
防
に
水
漏
れ

が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。�

○
水
害
が
予
測
さ
れ
れ
ば
、
溜
池

の
水
を
減
ら
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。�

○
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
自
主
防
災
訓
練
等
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。�

▼
災
害
時
、
避
難
時
�

○
周
囲
の
異
変
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
流
れ
て
い
る
水
の
色
、
崖

や
堤
防
か
ら
水
が
漏
れ
て
い
な

い
か
、
道
や
崖
に
亀
裂
が
な
い

か
、
異
音
が
な
い
か
注
意
し
ま

し
ょ
う
。�

○
浸
水
の
危
険
の
あ
る
地
域
の
方

は
、
貴
重
品
、
家
具
、
衣
類
、

食
飲
料
等
を
高
い
所
に
移
動
し

て
く
だ
さ
い
。�

○
子
供
、障
害
者
、お
年
寄
り
の
方

は
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。�

○
避
難
前
に
火
の
元
を
点
検
し
、

電
気
の
ス
イ
ッ
チ
、
ブ
レ
ー
カ
ー

を
切
り
ま
し
ょ
う
。�

○
動
き
や
す
い
服
装
で
、
運
動
靴

な
ど
の
脱
げ
に
く
い
靴
を
履
き

ま
し
ょ
う
。
長
靴
は
水
が
入
る

と
脱
げ
や
す
く
、
動
き
に
く
く

な
り
ま
す
。�

○
単
独
で
の
避
難
は
避
け
て
、
ご

近
所
同
士
で
助
け
合
い
ま
し
ょ

う
。�

○
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
、
足
元

が
見
え
ま
せ
ん
。
長
い
棒
等
を

杖
に
し
て
、
安
全
を
確
認
し
な

が
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。�

○
消
防
、
警
察
、
行
政
機
関
等
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。�

○
避
難
時
は
慌
て
ず
落
ち
着
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
気
象
情
報
に
注
意
▲
�

昨
年
３
月
１
日
か
ら
神
戸
海
洋

気
象
台
の
発
表
す
る
注
意
報
・
警

報
の
地
域
区
分
が
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
次
細
分
区
域
は
兵
庫

県
南
部
の
ま
ま
で
す
が
、
二
次
細

分
区
域
の
兵
庫
県
南
東
部
が
３
つ

に
分
け
ら
れ
、
小
野
市
は
播
磨
南

東
部
に
属
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
の
気
象
情
報
は
、
兵
庫
県

南
部
ま
た
は
播
磨
南
東
部
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。�

◎
拠
点
避
難
所
は
、「
く
ら
し
の

便
利
帳
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�昨年の防災パトロール（浄谷町）�

『豊かなむらを災害から守る月間』�『豊かなむらを災害から守る月間』�『豊かなむらを災害から守る月間』�

梅雨の時期を迎え、水害の発生しやすい
季節となりました。消防署では、消防団と合
同で水防訓練を実施します。�
　日時　６月２２日（日）　８時から�
　場所　加古川粟田橋下流左岸河川敷�
　訓練種目　積み土のう工法等５種目�
　参加人員　職・団員約２５０名�
　詳細・問い合わせ　消防署（ 　　０１１９）�

県では、毎年６月を「豊かなむらを災害から守
る月間」に定め、関係機関を上げてパトロールを
実施し、災害に備えた対策を検討しています。�
しかし、一番大切なのは、地元管理者の方々

の日頃からの管理努力です。十分な維持管理
を行って災害を未然に防ぐようにしましょう。�
�
�
１.ため池の管理組織を作り、パトロールのルー
ルを定め、管理体制の充実を図りましょう。�

２.定期的に草刈りを行い、漏水、崩壊等の早期
発見に努めましょう。�

３.非常時の対策のため、日頃から土のう、杭等
の応急資材を常に準備しておき、管理場所を
決めておきましょう。�

４.洪水吐は、堤体を守る重要な施設です。洪水
吐に土のう、板などをおいて無理な貯水をす
ることは、ため池決壊につながりますので絶
対にやめましょう。�

風
水
害
に
備
え
て
…
�

水防訓練を実施します�水防訓練を実施します�
▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

ためため池の点検池の点検と管理管理�ため池の点検と管理�

〜
梅
雨

〜
梅
雨
の
時
期
時
期
を
迎
え
ま
し
た�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
も
し
も
し
も
の
時
に
備
え
を
〜�
〜
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た�

　
　
　
　
　
も
し
も
の
時
に
備
え
を
〜�

○�６３�
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○１日に１食は家族や友人と�
　食事をしますか？�

○�６３�

国
民
の
み
ん
な
が
元
気
で
長
生

き
を
め
ざ
す
た
め
に
、「
健
康
増

進
法
」
が
厚
生
労
働
省
よ
り
平
成

１５
年
５
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。�２１世

紀
の
国
民
の
健
康
づ
く
り

運
動
と
し
て
、
国
で
は
２
０
１
０

年
を
目
標
に
「
健
康
日
本
２１
」
を

母
子
保
健
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
健

や
か
親
子
２１
」
を
作
成
し
ま
し
た
。�

そ
こ
で
、
市
で
は
地
方
計
画
と

し
て
、
平
成
１５
年
度
に
「
お
の
健

康
プ
ラ
ン
２１
」
を
策
定
し
ま
す
。�

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
で
（
一
次
予
防
）、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
医
療
や
介

護
の
負
担
を
少
な
く
し
、
生
活
の

質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。�

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

習
慣
や
健
康
に
つ
い
て
の
ご
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨

年
９
月
か
ら
１０
月
に
「
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

多
数
の
皆
さ
ん
よ
り
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、「
お
の
健
康
プ
ラ
ン
２１
」

策
定
に
貴
重
な
情
報
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
主
な
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。�

▼
日
時
　
７
月
１３
日
（日）
　
１４
時
か

ら
（
開
場
１３
時
３０
分
）�

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
�

▼
出
演
　
桂
三
枝
・
三
象
・
三
金
�

▼
前
売
券
　
一
般
１,
０
０
０
円
、

小
中
高
校
生
５
０
０
円
（
当
日
券

は
各
５
０
０
円
増
し
）�

▼
前
売
券
　
好
評
発
売
中
�

▼
前
売
券
発
売
所
　
市
民
会
館
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
か
わ

い
・
き
す
み
の
・
い
ち
ば
・
お
お

べ
・
下
東
条
）、
総
合
体
育
館
、

好
古
館
、
図
書
館
、
匠
台
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
�

市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、「
市
長
へ
の
手

紙
」
や
「
市
政
懇
話
会
」、「
ま
ち

づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
市
政
を
推
進
し
て

い
ま
す
。�

さ
ら
に
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
と
市
長
が
座
談
会
形
式
で
、

市
政
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
、
お
互
い
に
意
思

の
疎
通
を
図
り
、
相
互
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
公
募

型
団
体
別
座
談
会
を
実
施
し
ま
す
。�

仲
間
の
皆
さ
ん
と
ご
相
談
の
う

え
、
気
軽
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
　
１５
名
以
上
で
構
成
す
る

非
営
利
の
各
種
団
体
（
任
意
の
団

体
、
グ
ル
ー
プ
を
含
む
）。�

▼
参
加
人
員
　
１５
名
程
度
�

▼
そ
の
他
　
テ
ー
マ
、
市
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
よ
り
、
開
催
時
期

等
は
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
（
　
　
１
０
１
３
）�

Ｅ
メ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　

service@
city.ono.hyogo.jp

公
募
型
団
体
別
座
談
会

公
募
型
団
体
別
座
談
会�

　
　
希
望
団
体

　
　
希
望
団
体（
グ
ル
ー
プ
）

（
グ
ル
ー
プ
）を
募
集

を
募
集�

公
募
型
団
体
別
座
談
会�

　
　
希
望
団
体（
グ
ル
ー
プ
）を
募
集�

健康づくりに向けた９つの領域�健康づくりに向けた９つの領域�健康づくりに向けた９つの領域�

桂　三枝 さん�

「
三
枝
の

爆
笑
寄
席
」
�

食生活の問題点�

栄養・�
食生活�

身体活動�
・運動�

循環器病�

アルコール�歯の健康�

休養・�
こころの�
健康づくり�

糖尿病� がん�たばこ�

0 10 20 30 40 50 60

13.1

23

31.4

31.9

43.6

53.4

欠食が多い�

外食が多い�

好き嫌いが多い�

脂肪をとりすぎている�

食塩をとりすぎている�

食事の時間が不規則�

食べ過ぎている�

野菜の摂取が少ない�

栄養のバランスが偏っている�

17.2

55.9

38.6

毎日一緒に食べる�
(77%)

○アンケート回答数　２６９６人（回答率５３．９％）�

桂
三
枝
創
作
落
語
独
演
会
�

２１
世
紀
世
紀
の
健
康
健
康
づ
く
り
く
り
は
皆
さ
ん

は
皆
さ
ん
が
主
役

が
主
役
！
�

２１
世
紀
世
紀
の
健
康
健
康
づ
く
り
く
り
は
皆
さ
ん

は
皆
さ
ん
が
主
役

が
主
役
！
�

２１
世
紀
の
健
康
づ
く
り
は
皆
さ
ん
が
主
役
！
�

ご
存
じ
で
す
か
？
「
健
康
日
本
２１
」
�
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不明�
(0%)

1人で食べる�
(4%)

10歳代�
(5%)

20歳代�
(10%)

30歳代�
(15%)

40歳代�
(16%)

50歳代�
(21%)

60歳代�
(20%)

70歳代�
(13%)

ほとんど�
一緒である�
(8%)

時々一緒に�
食べる(11%)



小
野
市
議
会
は
５
月
８
日
（木）
、
第
３
２
６
回
市
議
会
臨
時
会

で
、
議
長
に
吉
田
茂
氏
（
６８
歳
・
天
神
町
）、
副
議
長
に
松
本
英

昭
氏
（
５８
歳
・
住
吉
町
）
を
選
出
し
ま
し
た
。�

８月は道路ふれあい月間です。市では、市内の中で通勤や
通学、お買い物など普段何気なく通られている〝みち〟を今
１度見直していただき、その〝みち〟で感じられる風景、素敵
な思い出を皆さんから募集します。�
・四季の移り変わりを教えてくれる〝みち〟�
・きれいな風景に心が和める〝みち〟�
・通るたびに元気付けられる〝みち〟�
など、あなたの〝みち〟のエピソード、コメントを募集します。�
今や道路は私たちの生活を支える大切な財産です。�
この財産を、市民の皆さんと共に末永く大切に利用してい

きましょう。�
募集用紙に思い出などのコメント・また今後の〝みち〟づ

くりの提案などをお書きのうえ、道路河川課までお送りくだ
さい。また必要事項を記入したＥメールでも受け付けます。
締め切りは６月３０日です。奮って応募ください。後日、素敵な
応募作品を広報で発表します。�
応募用紙は、市役所受付、道路河川課にあります。�
問い合わせ　道路河川課（ 　　１００８）�○�６３� ある（36.3％）�

あなたの「思い出のみち」を募集します！�あなたの「思い出のみち」を募集します！�

15歳～�

20歳代�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代�

70歳代�

15歳～�

20歳代�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代�

70歳代�

正
・
副
議
長
決
ま
る

副
議
長
決
ま
る
!

正
・
副
議
長
決
ま
る

副
議
長
決
ま
る
!

正
・
副
議
長
決
ま
る
!

副
議
長�

　
松
本
　
英
昭 

氏�

議
　
長�

　
吉
田
　
　
茂 

氏�

○適正体重に近づけるように体重�
　コントロールを実践していますか？�

○１回３０分以上の運動を週２回以上実施し、�
　１年以上継続していますか？�

○朝、目覚めたとき、疲労感が残る日が�
　週３日以上ある？�

○今までに糖尿病といわれたことがありますか？�

実践している�
（43.2％）�

実践していない�
（56.8％）�

ある（43.3％）� ない（56.7％）�

ある（10.7％）�

ない（89.3％）�

○今までに高脂血症といわれたことがありますか？�

ない（63.7％）�

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○朝食を毎日とっていますか？�

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している　　していない�

週3～5回� 食べない�ほぼ毎日� 週3～5回�

▼
�
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このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。�
いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で�
　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。�
　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　�

ふれあいひろば�ふれあいひろば�ふれあいひろば�
市
で
は
、
郷
土
出
身
の
歌
人
上
田
三
四
二
氏
の
業
績
を
称
え
る
と
と

も
に
、
短
歌
の
ま
ち
「
小
野
」
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
短
歌
「
上

田
三
四
二
賞
」
を
制
定
し
、
毎
年
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

１４
回
目
と
な
る
今
年
も
、
全
国
か
ら
４,
５
１
３
首
（
一
般
の
部
２,

２
８
５
首
、小
中
高
生
の
部
２,
２
２
８
首
）の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
次
の
皆
さ
ん
の
受
賞
が
決
定
し
、
５
月
２４
日
（土）
に
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。�

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。【
敬
称
略
】�

半
世
紀
前
の
第
１１
回
大
会
（
昭

和
１１
年
兵
庫
県
で
開
催
）
を
は
じ

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
国
体
に
出

場
さ
れ
た
り
、
参
加
さ
れ
た
想
い

出
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写
真
、
品

物
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
、「
国

体
メ
モ
リ
ア
ル
展
（
仮
称
）」
を

開
催
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、

広
く
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

現
在
、
半
世
紀
前
の
大
会
旗
リ

レ
ー
や
第
８
回
大
会
（
四
国
四
県

国
体
）、
第
２３
回
大
会
（
福
井
県
）

の
競
技
会
の
写
真
、
参
加
記
念
バ
ッ

ジ
、
第
１８
回
大
会
（
山
口
県
）
で

中
学
生
の
時
に
マ
ス
ゲ
ー
ム
を
踊
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。�

５０
年
ぶ
り
の
国
体
を
機
に
、
大

切
な
国
体
参
加
の
想
い
出
を
、
ぜ

ひ
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
国
体
準
備
室（
　

　
４
３
１
１
）�

国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
は
ば
タ

ン
」
が
、
や
え
ざ
く
ら
ま
つ
り
、

春
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
、
ハ
ー
ト

フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
で
国
体
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
ま
す
。
見
か
け
た
方
は
、「
は

ば
タ
ン
」
っ
て
、
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
ね
。�
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や
え
ざ
く
ら
ま
つ
り
に
�

　
　
　
　
　
　
〝
は
ば
タ
ン
〞
初
登
場
！
�

は
ば
タ
ン
活
動
記

は
ば
タ
ン
活
動
記
�

は
ば
タ
ン
活
動
記
�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
�

　
　
の
っ
て
い
る
よ
！
�

第
１４
回
短
歌
「
上
田
三
四
二
賞
」�

○�６３�

○
一
般
の
部
�

一
席
�

子
供
ら
が
道
に
描
き
た
る
蝋
石
の

線
路
が
し
ろ
く
月
へ
伸
び
を
り
�

（
兵
庫
県
加
古
川
市
　
藤
田
か
の
え
）�

二
席
�

冬
晴
れ
の
街
の
刃
物
屋
硝
子
戸
の

な
か
に
鋭
き
光
を
充
た
す
�

（
東
京
都
墨
田
区
　
北
山
つ
ね
子
）�

三
席
�

マ
リ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー
と
言
ふ
名
の

蘭
を
飾
り
置
く
卒
寿
の
父
の
木
の

事
務
机
�

（
兵
庫
県
小
野
市
　
井
上
初
子
）�

四
席
�

の
こ
る
力
あ
ら
ば
行
き
た
し
ハ
ル

ピ
ン
の
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
に
楡
芽
生

く
こ
ろ
�

（
長
崎
県
長
崎
市
　
竹
田
志
げ
子
）�

五
席
�

山
あ
ひ
の
日
暮
れ
は
は
や
し
し
ん

し
ん
と
狐
火
の
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
灯

る
�

（
愛
知
県
名
古
屋
市
　
藤
村
和
己
）�

�○
小
中
高
校
生
の
部
�

最
優
秀
�

思
い
出
の
や
や
か
た
す
み
に
み
え

る
君
昔
は
君
で
溢
れ
て
い
た
の
に
�

（
山
口
県
下
松
市
　
西
田
洋
二
）�

ｅ
メ
ー
ル
届
い
た
と
き
の
携
帯
は

な
ん
だ
か
重
く
て
あ
っ
た
か
い
で

す
�（山

口
県
下
松
市
　
　
田
有
舞
）�

お
き
な
わ
の
田
ん
ぼ
に
ボ
ク
は
行
っ

た
の
さ
お
く
へ
す
す
め
ば
い
な
ご

が
い
た
よ
�

（
東
京
都
あ
き
る
野
市
　
原
口
奈
々
子
）�

�優
秀
（
小
野
市
関
係
分
）�

ふ
ん
わ
り
と
ま
ち
を
見
下
ろ
す
こ

の
雲
は
ゆ
っ
く
り
旅
を
続
け
て
る
�

（
小
野
市
天
神
町
　
千
葉
　
睦
）�

ビ
オ
ト
ー
プ
お
魚
た
ち
が
さ
わ
い

で
る
あ
た
た
か
い
土
に
き
れ
い
な

水
�（小

野
市
西
脇
町
　
藤
井
美
沙
）�

今
よ
り
も
自
分
を
好
き
に
な
れ
た

時
目
線
を
少
し
あ
げ
ら
れ
る
か
な
�

（
小
野
市
西
脇
町
　
吉
田
恵
梨
奈
）�

志
賀
の
山
父
母
妹
そ
し
て
僕
四
人

の
シ
ュ
プ
ー
ル
一
す
じ
と
な
る
�

（
小
野
市
敷
地
町
　
大
西
友
貴
）�

居
場
所
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
ふ
と

思
う
人
そ
れ
ぞ
れ
か
な
っ
て
思
い

た
い
よ
�

（
小
野
市
中
谷
町
　
栗
山
園
美
）�

一
通
の
た
っ
た
五
文
字
の
Ｅ
メ
ー

ル
ひ
と
つ
の
恋
の
終
わ
り
を
告
げ

る
�

（
小
野
市
万
勝
寺
町
　
西
村
将
吾
）�

夜
も
ふ
け
て
塾
の
帰
り
に
空
な
が

め
サ
ソ
リ
に
追
わ
れ
た
オ
リ
オ
ン

を
見
る
�

（
小
野
市
上
本
町
　
岩
　
一
洋
）�

三
年
間
ど
う
だ
っ
た
か
と
聞
か
れ

て
も
答
え
ら
れ
な
い
長
く
短
い
�

（
小
野
市
久
茂
町
　
玉
田
法
子
）�

一
本
の
タ
ス
キ
を
持
っ
て
走
り
ゆ

く
そ
ん
な
姿
に
心
ふ
る
え
る
�

（
小
野
市
黒
川
町
　
松
尾
　
悠
）�

先月広報クイズの答え　①5 ②はばタン でした。たくさんのご応募ありがとうございました。�

６�７�５�１�３�８�０�５０�
円�

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１
�

小
野
市
役
所
内
�

広
報
ク
イ
ズ
係
�

今月の広報「おの」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。�
①ひまわりの丘公園開園１年間で、約○万人が来園されました。�
②住みよい“まち”を実現するために、「生活○○条例」を定めました。�
　◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、�
　今月号で興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送って�
　ください。�
　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。�
◆締 切 日　６月２０日（金）（当日消印有効）�
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河合中の生徒らが河合中の生徒らが�

モニュメントを作成！�
～コミセンかわいに設置～�

河合中の生徒らが河合中の生徒らが�

モニュメントを作成！�
～コミセンかわいに設置～�

河合中の生徒らが河合中の生徒らが�

モニュメントを作成！�
～コミセンかわいに設置～�

河合中の生徒らが�

モニュメントを作成！�
～コミセンかわいに設置～�

河合中学校ハートフル心の輪づくり事業
に参加する生徒らが、人権学習に取り組み、
成果を啓発モニュメントとして共同制作し、
地元のコミュニティセンター河合に設置され、
４月１９日、河合中学校生徒や卒業生が集い、
除幕式が行われました。�
このモニュメントは、高さが約３メートル
で、生徒のデザイン案を採り入れ、くの字
に曲がった２本の柱が寄り添うように立ち、
男性と女性を表現しています。鉄骨にセ
メントとモルタルを使い、生徒と教師らで
仕上げました。�

　 棟上　由愛ちゃん�

　星の様に…の願い通り、
あなたの笑顔はいつもキ
ラキラと輝いています。
どんな時もその笑顔を忘
れずに大きくなってネ。�
　　　　（母　真夕子さん）�

　お兄ちゃんと同じ誕生
日に生まれました。普段
もお兄ちゃんの真似ばか
りしています。おてんば
になりそう…。�
　　　　　（母　愛真さん）�

がみ�むね� ゆ�め�

（大島町・１歳２ヶ月）�

　まんまが大好きで、の
んびり屋さんの匠太くん！
お姉ちゃんに負けずに元
気でたくましい男の子に
育ってください。�
　　　　　（母　由香さん）�

まつ�なが� た�しょう�

（育ヶ丘町・１歳２ヶ月）�

　 　瀬　綺星ちゃん�
ひろ�せ� き�らら�

てる�もと� けい�すけ�

（喜多町・１歳２ヶ月）�

　 照本　敬祐ちゃん�
（天神町・１歳３ヶ月）�

　 松永　匠太ちゃん�

　一番の泣き虫・甘えん坊、
食いしん坊でおまけに負
けず嫌いなけいくん。笑
顔を忘れず思いやりのあ
る子になってね。�
　　　　　（母　千絵さん）�

平成１５年　広報「おの」6月号�



平成１５年　広報「おの」6月号�

平成１５年度の新テーマ『“ てくてく ”まっぷで
おの完歩！』での最初のウォーキングデーを、来住
小学校を起点として開催しました。�
前日まで激しく降っていた雨もウォーキングデー
当日には平成１５年度のスタートにふさわしい最
高の小春日和となり、約１２０名のウォーカーの皆
さんが来住小学校に集まりました。�
今回のウォーキングデーから、“ てくてく ”まっ
ぷの小野市１周５０ｋｍコースの完歩証をウォーカー
の皆さんに配布し、ウォーキング終了後にウォー
キングした区間にハンコを押して記録しました。�
今回のコースは、来住小学校から万歳橋コース
約９.５ｋｍ（約１３，５００歩）、来住小学校から知子谷
橋コース約４.０ｋｍ（約５，８００歩）を設定し、個々のペー
スで春の日差しを全身に浴びながらウォーキング
を楽しみました。�

近隣の５市２町、県下水道公社が「やえざくらまつり」
を４月２０日（日）、黍田町の加古川上流浄化センター周辺
で開催しました。�
このまつりは、下水処理の大切さをPRしようと、施設
周辺に植えた八重桜の開花時期にあわせて行っており、
会場では各市町の特産品販売コーナーや、特設ステー
ジでは「和太鼓」や民謡などが披露され、あいにくの天
候にも関わらず約６千人が訪れました。�

船木町の東条川にかかる「船木橋」（長さ９３.６メートル、
幅１０メートル）の架け替え工事が終わり、５月２日に開通式を
行い、地元の住民らが参加し、完成を祝いました。�
この橋は、市北東部のひまわりタウンと市街地を南北に
結ぶアクセス道路の一部で、塗装の必要のない鋼材を使い、
中央で緩やかにカーブする構造となっています。総事業費は、
約４億５千万円です。�

平成15年度�
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１st.ウォーク！！�１st.ウォーク！！�１st.ウォーク！！�
４月のハートフルウォーキングデーから�

「“
てくてく ”ま

っぷでおの完歩！」
「“
てくてく ”ま

っぷでおの完歩！」
「“
てくてく ”ま

っぷでおの完歩！」

～地元住民らが渡りぞめ～�

市道万勝寺福住線�

「船木橋」開通！�「船木橋」開通！�

「や
えざくらまつり」を開催！

「や
えざくらまつり」を開催！



６
月
で
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
〜
１
日
１
万
歩
運
動
〜
が
３

周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
月
の
ハ
ー

ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
は
、

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
か
ら
下
東
条

方
面
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
６
月
２８
日
（土）
　
１０
時
か

ら
�

▼
集
合
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
　
芝
生
広
場
�

▼
コ
ー
ス
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

か
ら
下
東
条
方
面
�

連
合
区
長
会
で
は
、
５
月
２
日

に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、

会
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、
市
内
地

区
の
再
編
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
福
田
地
区
を
廃
止
し
、

古
川
町
は
大
部
地
区
に
、
久
保
木

町
・
高
山
町
は
下
東
条
地
区
に
そ

れ
ぞ
れ
編
入
す
る
も
の
で
す
。
実

施
日
は
平
成
１６
年
１
月
か
ら
で
す
。

今
後
、
こ
の
地
区
再
編
の
趣
旨
を

活
か
す
べ
く
、
各
団
体
の
意
志
を

尊
重
し
な
が
ら
、
可
能
な
団
体
か

ら
地
区
再
編
へ
の
対
応
を
さ
れ
る

よ
う
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
連
合
区
長
会
事

務
局
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
内
・
　

　
１
０
１
３
）�

こ
の
た
び
、
姉
妹
都
市
米
国
・

リ
ン
ゼ
イ
市
か
ら
２
名
の
教
師
が

来
市
さ
れ
ま
す
。�

姉
妹
都
市
交
流
の
促
進
と
、
教

育
・
文
化
の
相
互
理
解
を
深
め
る

た
め
実
施
す
る
も
の
で
、
今
回
で

１２
回
目
と
な
り
ま
す
。�

期
間
は
６
月
１７
日
（火）
か
ら
同
月

３０
日
（月）
ま
で
の
２
週
間
で
、
市
内

一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

学
校
訪
問
や
市
内
見
学
な
ど
、
両

市
の
友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。�

ロ
バ
ー
ト
先
生
、
ビ
バ
リ
ー
先

生
に
出
会
わ
れ
た
ら
、
気
軽
に
声

を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

◎
交
換
教
師
紹
介
�

ど
う
ぞ
　
よ
ろ
し
く
！！
�

ロ
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ブ
ス
先
生
�

（
Ｅ
Ｓ
Ｌ
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
長
）�

野
球
や
ハ
イ
キ
ン
グ
・
歴
史
と

自
然
を
愛
す
る
先
生
で
す
！
�

�ビ
バ
リ
ー
・
ア
グ
ネ
ス
先
生
�

（
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
小
学
校
２

年
生
担
任
）�

音
楽
・
ダ
ン
ス
・
読
書
・
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
と
教
職
を
愛
す
る
先
生

で
す
！
�

６
月
２４
日
（火）
に
は
、
小
野
市
近

郊
へ
の
バ
ス
旅
行
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
１０
名
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
バ
ス
旅
行
日
程
　
９
時
市
役
所

集
合
〜
市
バ
ス
に
て
（
六
甲
山
着
・

神
戸
市
立
森
林
植
物
園
な
ど
）
観

光
〜
１７
時
市
役
所
解
散
�

▼
参
加
費
　
２,
０
０
０
円
（
昼

食
代
・
入
場
料
含
む
）�

▼
締
め
切
り
　
６
月
１８
日
（水）
（
先

着
順
で
締
め
切
り
ま
す
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
国

際
交
流
協
会
事
務
局
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
内
・
　
　
１
０
１
３
、
フ
ァ

ク
ス
　
１
０
４
７
�

Ｅ
メ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　

service@
city.ono.hyogo.jp�

（
バ
ス
旅
行
は
、
状
況
に
よ
り
中

止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）�

ｉｎ
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
�

ｉｎ
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
�

ｉｎ
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
�

交
換
教
師
２
名
が
来
市
し
ま
す
！

交
換
教
師
２
名
が
来
市
し
ま
す
！
�

交
換
教
師
２
名
が
来
市
し
ま
す
！

交
換
教
師
２
名
が
来
市
し
ま
す
！
�

交
換
教
師
２
名
が
来
市
し
ま
す
！
�

ビバリー・アグネス先生� ロバート・フォブス先生�

交
換
教
師

交
換
教
師
２
名
と
�

　
　
交
流
し

　
　
交
流
し
ま
せ
ん
か
�

交
換
教
師
２
名
と
�

　
　
交
流
し
ま
せ
ん
か
�

連
合
区
長
会
が

連
合
区
長
会
が
�

　
　
市
内
の
地
区
を
再
編
成
！

　
　
市
内
の
地
区
を
再
編
成
！
�

連
合
区
長
会
が

連
合
区
長
会
が
�

　
　
市
内
の
地
区
を
再
編
成
！

　
　
市
内
の
地
区
を
再
編
成
！
�

連
合
区
長
会
が
�

　
　
市
内
の
地
区
を
再
編
成
！
�

〝
て
く
て
く
ま
っ
ぷ
〞
で
お
の
完
歩
！
�

　
　
６
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
�

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
３
周
年
記
念
ウ
ォ
ー
ク
�

姉妹都市交流�
し
ま
せ
ん
か
�

○�６３�

○�６３�

○�６３� バ
ス
旅
行
参
加
者
募
集
�

〜
姉
妹
都
市
リ
ン
ゼ
イ
市
か
ら
�

　
　
　
　
　
６
月
１７
日
か
ら
３０
日
ま
で
〜
�

連合区長総会（伝統産業会館）�
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小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
焼
却
処
理
の
過
程
で
発
生

す
る
排
出
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
濃
度
を
平
成
１４
年
１０
月
に
測

定
し
た
結
果
は
、
別
表
１
｜
１
の

と
お
り
で
、
国
の
基
準
を
大
き
く

下
回
る
数
値
で
し
た
。�

ま
た
、
同
施
設
周
辺
の
土
壌
３

箇
所
と
水
質
１
箇
所
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
を
平
成
１４
年
１１
月
に

測
定
し
た
結
果
も
別
表
１
｜
２
の

と
お
り
で
、
全
て
国
の
規
制
基
準

以
下
で
、
環
境
へ
の
影
響
は
問
題

な
い
数
値
で
す
。�

契
約
ト
ラ
ブ
ル
�

「
電
話
勧
誘
に
あ
い
ま
い
に
答

え
た
ら
、
契
約
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
た
」「
訪
問
販
売
で
し
つ
こ

く
勧
誘
さ
れ
た
の
で
つ
い
承
諾
し

た
が
、
解
約
で
き
な
い
か
」
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
契
約

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
も
つ
こ

と
が
必
要
で
す
。�

契
約
と
は
約
束
（
合
意
）�

「
こ
れ
を
あ
な
た
に
○
○
円
で

売
り
ま
す
よ
」
と
い
う
売
り
手
側

と
、「
わ
か
り
ま
し
た
。
○
○
円

で
こ
れ
を
買
い
ま
す
」
と
い
う
両

者
の
意
思
が
合
意
す
れ
ば
契
約
は

成
立
し
ま
す
。�

契
約
は
結
ぶ
ま
で
は
自
由
で
す

が
、
い
っ
た
ん
契
約
を
結
ぶ
と
契

約
者
双
方
は
、
そ
の
内
容
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

原
則
と
し
て
、
自
分
の
一
方
的

な
都
合
で
勝
手
に
破
棄
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
契
約

に
よ
る
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。�

契
約
書
は
よ
く
読
ん
で
慎
重
に
�

契
約
書
は
合
意
の
成
立
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
契
約
の
内
容
を
確
認

す
る
意
味
で
作
成
す
る
も
の
で
す
。�

署
名
・
捺
印
を
す
る
と
、
そ
の

内
容
に
沿
っ
た
契
約
が
成
立
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
署

名
す
る
前
に
十
分
に
内
容
を
吟
味

し
、
そ
の
内
容
を
納
得
し
て
か
ら

契
約
し
ま
し
ょ
う
。�

迷
っ
た
と
き
は
�

不
必
要
だ
、
高
額
な
契
約
で
支

払
い
に
不
安
が
あ
る
な
ど
と
思
っ

た
と
き
は
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と

が
大
切
で
す
。�

安
易
に
契
約
書
に
署
名
し
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

小
野
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
お
い
て
も
、
一
般
廃
棄
物
の

埋
立
て
か
ら
出
る
浸
出
水
の
処
理

後
の
水
質
お
よ
び
処
分
場
内
の
環

境
へ
の
影
響
を
調
べ
る
た
め
の
井

戸
水
を
平
成
１４
年
６
月
に
調
べ
た

結
果
、
別
表
２
の
と
お
り
で
、
い

ず
れ
も
国
の
基
準
を
大
き
く
下
回
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
環
境
へ
の

影
響
は
問
題
な
い
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。�

○�６３�

ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
�

ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
�○�２５�２５�○�２５�２５�

市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
（
　
　
３
３
８
７
）
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�
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ハートフル�ハートフル�

小
野
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
�

小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
�

焼却炉（規模）�

1号炉（30t／16h）�

2号炉（30t／16h）�

3号炉（50t／16h）�

測定結果�

0.48ng-TEQ／m3N�

0.0088ng-TEQ／m3N�

0.022ng-TEQ／m3N

規制基準�

10ng-TEQ／m3N�

5ng-TEQ／m3N

（別表１－１） 小野クリーンセンター測定値�
排出ガス中のダイオキシン濃度測定結果（平成１４年１０月１６日測定）�

※測定結果の単位のng（ナノグラム）は、g（グラム）の１０億分の１です。�

項目�

土壌�

�

水質�

測定場所（全て農地の以外）�

施設西約 9 0 0 m の 空 地�

施設東北東約550mの空地�

施設西北西約1,250mの空地�

施設北西約600mの空地�

測定結果�

0.31pg-TEQ／g�

5.8pg-TEQ／g�

0.033pg-TEQ／g�

0.3pg-TEQ／L

規制基準�

�

1,000pg-TEQ／g�

�

1pg-TEQ／L

（別表１－２） 小野クリーンセンター測定値�
施設周辺のダイオキシン濃度測定結果（平成１４年１１月２８日測定）�

※測定結果の単位のpg（ピコグラム）は、g（グラム）の１兆分の１です。�

項目�

水質�

測定場所等�

上流地下水�

下流地下水�

浸出水処理後�

測定結果�

0.038pg-TEQ／L�

0.040pg-TEQ／L�

0.011pg-TEQ／L

規制基準�

1pg-TEQ／L

（別　表２）  小野市一般廃棄物最終処分場�
ダイオキシン濃度測定結果（平成１４年６月１９日測定）�

※測定結果の単位のpg（ピコグラム）は、g（グラム）の１兆分の１です。�

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定
結
果
�

環
境
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
�

環
境
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
�



今
月
号
は
、
住
吉
町
の
田
中
幸

子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。�

田
中
さ
ん
は
、
１５
年
ほ
ど
前
か

ら
、
Ｊ
Ａ
の
朝
市
に
花
や
野
菜
を

出
荷
し
、
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
お
の
が

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
、
多
く
の

種
類
の
農
作
物
を
出
荷
さ
れ
、
こ

の
度
「
多
品
目
賞
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。�

「
私
の
場
合
、
多
く
の
消
費
者

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
少
量
で
も
多
品
種
な
も
の
を

出
荷
す
る
よ
う
に
、
心
掛
け
て
き

ま
し
た
。
特
に
、
お
客
さ
ん
か
ら

お
礼
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
き
は
、

非
常
に
う
れ
し
く
、
も
っ
と
良
い

も
の
を
出
荷
し
よ
う
と
意
欲
が
わ

い
て
き
ま
す
」�

昨
年
は
、
白
菜
と
大
根
の
漬
物

や
餅
、
赤
飯
、
お
こ
わ
等
の
加
工

品
が
非
常
に
好
評
を
得
て
お
り
、

今
年
は
、
新
た
に
加
工
調
理
施
設

を
設
置
し
、
加
工
品
の
数
を
増
や

さ
れ
る
予
定
で
す
。�

「
わ
た
し
が
、
こ
の
よ
う
に
サ

ン
パ
テ
ィ
オ
に
出
荷
で
き
る
の
も
、

家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
女
性
が
、
こ
の
よ
う

な
場
を
活
か
し
て
、
活
躍
し
て
い

く
輪
が
広
が
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
」�この

６
月
に
も
、
山
菜
お
こ
わ

や
チ
ラ
シ
寿
司
、
赤
飯
を
出
荷
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
度
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。�

田中　幸子さん�

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
（
エ

ン
ジ
ン
の
か
け
っ
ぱ
な
し
）
の
停

止
は
、
誰
も
が
容
易
に
で
き
、
し

か
も
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
や

大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。�

ク
ル
マ
は
最
も
身
近
な
交
通
手

段
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら

の
心
が
け
が
大
切
で
す
。�

小
野
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
啓

発
用
の
看
板
や
横
断
幕
の
掲
示
、

啓
発
用
冊
子
の
配
布
な
ど
を
行
い
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。�

ま
た
、
６
月
は
環
境
月
間
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
事
業
所
内
、
家

庭
ぐ
る
み
で
積
極
的
に
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。�

６４
品
目
で
多
品
目
賞
を
受
賞
！�
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住
吉
町
　
田
中
　
幸
子
さ
ん�

～今日からはじめる�

　アイドリング・ストップ！～�

～今日からはじめる�

　アイドリング・ストップ！～�

～今日からはじめる�

　アイドリング・ストップ！～�

エンジンを止める   ゆとりと   思いやり�

必ず実行�

しましょう�

○運転者が車から離れる場合（食事、買い物、電話等）�

○配送や引越し等、荷物の積み降ろし作業を行うため駐車している場合�

○サービスエリアや道の駅で休憩するために駐車している場合�

できる限り�

実行しましょう�

�

○納品や荷待ちなど、時間調整のために駐車している場合�

○仮眠や人待ちのために駐車している場合�

○同乗者が買い物をしているのを待っている場合�

検討して�

ください�

○踏切や信号機等で１分以上停車することが予想される場合�

○高速道路や一般道路で事故発生や帰省による大渋滞となり交通流が止まっている場合�

○満車の駐車場に入るために順番待ちをしている場合�

○ドラ
イバーの皆さ

ん！車のエンジンをかけっぱなしにしていませんか？

「
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
お
の
」へ
の
出
荷
数�



国
民
健
康
保
険
�

国
民
健
康
保
険
税
率
�

○�６６�

平
成
１５
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

税
額
の
基
礎
と
な
る
所
得
割
率
、

資
産
割
率
、
人
数
に
応
じ
た
均
等

割
額
、
世
帯
に
対
す
る
平
等
割
額

に
つ
い
て
は
前
年
度
と
同
じ
で
、

左
記
の
と
お
り
据
え
置
き
し
ま
す
。

　
各
世
帯
の
税
額
は
納
税
額
通
知

書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
納
税

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
分
を
、
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
１０
回
納
付
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
税
の
納
付
に
つ
き
ま
し

て
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

な
お
、
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と

督
促
、
催
告
、
滞
納
処
分
や
有
効

期
限
が
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」

被
保
険
者
証
に
変
え
て
「
資
格
証

明
書
（
保
険
証
で
は
な
い
の
で
医

療
機
関
の
窓
口
で
は
全
額
医
療
負

担
と
な
り
、
申
請
後
７
割
の
払
戻

し
）」
の
交
付
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
保
険
税
は
納

期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
災
害

等
や
む
を
得
な
い
事
情
や
、
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
方
法
等

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
（
　
　

１
０
０
９
）・
市
民
課
（
　
　
１

４
６
９
）�

○�６３�
○�６３�

〜
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
を
〜
�

国
保
税
の
２
割
軽
減

国
保
税
の
２
割
軽
減
�

国
保
税
の
２
割
軽
減
�

○�６３�

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

の
中
に
２
割
軽
減
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
制
度
は
ま
ず
該
当
者
が
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
適
用

さ
れ
ま
す
。
２
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
世
帯
は
、
平
成
１４
年
中
の
世

帯
の
所
得
金
額
が
３３
万
円
に
被
保

険
者
１
人
に
つ
き
３５
万
円
を
加
算

し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
で
す

が
、
こ
の
制
度
は
申
請
し
な
い
と

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。�

該
当
す
る
世
帯
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
７
月
１０
日

ま
で
に
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

軽
減
制
度
に
は
、
こ
の
ほ
か
に

７
割
軽
減
、
５
割
軽
減
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
民
健
康
保

険
加
入
世
帯
の
被
保
険
者
の
所
得

状
況
に
応
じ
、
保
険
税
の
均
等
割
、

平
等
割
に
つ
い
て
軽
減
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
世

帯
に
適
用
し
て
い
ま
す
。
２
割
軽

減
の
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
市
民
課
保
険
医
療
係
（
　
　

１
４
６
９
）
へ
。�

据
え
置
き
で
す
！
�

※所得申告をしていない場合は、軽減措置
を受けられません。�
　必ず税の申告をしましょう。�

該当世帯�

平成１４年中の�
世帯の�
　所得金額�

≦３３万円 ＋�
３５万円×�
被保険者人数�

福
　
　
祉
�

小
野
起
生
園
で
は
、
平
成
１５
年

４
月
１
日
よ
り
在
宅
生
活
を
さ
れ

て
い
る
身
体
障
害
者
の
方
（
介
護

保
険
制
度
対
象
者
は
除
く
）
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

園
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
食

事
、
入
浴
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
起
生
園
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

な
お
、
利
用
料
金
は
支
援
費
制

度
に
よ
る
公
的
支
援
が
あ
り
ま
す

が
、
食
費
等
若
干
自
己
負
担
金
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
県
立
小
野
起
生

園
（
　
　
６
１
２
１
）�

身
体
障
害
者
�

 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
始
！
�
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暮
ら
し
の
情
報
�市

役
所
の
代
表
電
話
番
号
は
　
１
０
０
０
で
す
。
�

ま
た
、
直
接
、
目
的
の
部
課
、
担
当
へ
電
話
を
か
け
て
�

い
た
だ
く
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
�

○�６３�

Ｂ【介護分】�

保険税の計算は①＋②＋③＋④の合算です。→【Ａ】�
※課税限度額５３万円�

保険税の計算は①＋②＋③＋④の合算です。→【Ｂ】�
※課税限度額７万円�

＊家族に４０歳～６４歳の人がいない場合�
　（医療分＝国保の保険税）�
　　  【Ａ】＝国保の保険税�

＊家族に４０歳～６４歳の人がいる場合�
　（医療分＋介護分＝国保の保険税）�
　　【Ａ】＋【Ｂ】＝国保の保険税�
まず、上記Aで医療分の額を計算し、さらにＢで介
護分の額を計算します。�
医療分と介護分の合計が国保の保険税となります。�
（※同じ世帯の４０歳から６４歳の方以外の所得な
どは、介護分の計算には影響しません）�
課税限度額もそれぞれ５３万円、７万円となり、合
計の６０万円が課税限度額となります。�

①所得割� ②資産割� ③均等割� ④平等割�

前年中の基準
総所得金額�

本年度固定�
資産税額�

被保険者数に
応じて� １世帯当たり�

６.５／１００� ９／１００� １人につき�
２６,５００円�

１世帯につき�
２７,５００円��

①所得割� ②資産割� ③均等割� ④平等割�

前年中の基準
総所得金額�

本年度固定�
資産税額�

被保険者数に
応じて� １世帯当たり�

０.７／１００� １.５／１００�１人につき�５,５００円�
１世帯につき�
３,２００円��

Ａ【医療分】�



平
成
１４
年
度
に
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
申
請
を
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
方
は
、
６
月
で
免
除
の
期
間

が
終
了
し
ま
す
。
引
き
続
き
保
険

料
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

７
月
か
ら
８
月
末
ま
で
に
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
市
民
課
年
金
係
へ

免
除
申
請
の
手
続
き
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。�

こ
の
免
除
制
度
は
、
前
年
の
所

得
を
審
査
し
、
申
請
の
あ
っ
た
前

月
か
ら
承
認
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
１４
年
の
所
得
申
告
を
済

ま
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
者
本
人
の
所
得
だ
け

で
な
く
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所

得
の
い
ず
れ
も
が
定
め
ら
れ
た
金

額
以
下
で
な
い
と
免
除
の
承
認
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。�

な
お
、
こ
の
免
除
制
度
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
様
々
な

利
点
は
、
前
年
度
『
広
報
お
の
』

に
掲
載
の
シ
リ
ー
ズ
「
市
民
の
た

め
の
年
金
教
室
」（
６
・
１２
・
３

月
号
）
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
に
つ
い
て
ご
存
じ
な
か
っ

た
た
め
に
、
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
で
免

除
基
準
に
該
当
す
る
よ
う
な
場
合

は
、
ぜ
ひ
、
申
請
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。�

全
額
免
除
お
よ
び
半
額
免
除
の

標
準
的
な
所
得
基
準
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
係

（
　
　
１
４
６
９
）�

○�６３�

福
　
　
祉
�

国
民
年
金
�

○�６３�

児
童
手
当
を

児
童
手
当
を
�

　
　
　

　
　
　
受
け
て
い
る
方
る
方
へ
�

児
童
手
当
を
�

　
　
　
受
け
て
い
る
方
へ
�

児
童
手
当
を

児
童
手
当
を
�

　
　
受

　
　
受
け
て
い
な
い
方
へ
�

児
童
手
当
を

児
童
手
当
を
�

　
　
受

　
　
受
け
て
い
な
い
方
へ
�

児
童
手
当
を
�

　
　
受
け
て
い
な
い
方
へ
�

●
児
童
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て
�

２
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
の
児

童
手
当
を
、
６
月
１３
日
付
で
受
給

者
の
預
金
口
座
に
振
込
み
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

●
「
現
況
届
」
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
�

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
方
に
、
６
月
上
旬
に「
児
童
手
当

現
況
届
」を
送
付
し
ま
す
。
こ
の

届
は
、
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
、
提
出
さ
れ
な

け
れ
ば
６
月
分
以
降
の
手
当
の
支

給
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

福
祉
課
児
童
福
祉
係
ま
で
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
　
　
１
６
４
５
）�

平成１５年度所得制限限度額（見込み）�

厚生年金などの加入者の場合、特例に�
より以下の限度額が適用されます。�

扶養親族等の数�

�０人�

１人�

２人�

３人�

４人�

５人�

３０１．０�

３３９．０�

３７７．０�

４１５．０�

４５３．０�

４９１．０�

所得制限限度額（万円）�

扶養親族等の数�

�０人�

１人�

２人�

３人�

４人�

５人�

４６０．０�

４９８．０�

５３６．０�

５７４．０�

６１２．０�

６５０．０�

所得制限限度額（万円）�

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な

い
方
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
児
童

福
祉
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
支
給
要
件
　
義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
た

だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。�

▼
支
給
額
（
月
額
）�

第
１
子
　
　
　
 
５,
０
０
０
円
�

第
２
子
　
　
　
 
５,
０
０
０
円
�

第
３
子
以
降
 
１
０,
０
０
０
円
�

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
�

 

●
 

印
鑑
�

 

●
 

銀
行
等
の
口
座
番
号
（
申
請
者

　
名
義
で
郵
便
局
以
外
の
も
の
）�

 

●
 

年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金

以
外
の
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
申
請
後
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
国

民
年
金
の
方
は
不
要
で
す
）�

 

●
 

そ
の
他
に
、
平
成
１５
年
１
月
１

日
以
後
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

平
成
１５
年
度
の
所
得
証
明
書

が
必
要
で
す
（
後
日
提
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
申
請
時
に

は
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。�

※
所
得
制
限
限
度
額
は
改
正
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

所
得
額
と
は
、
給
与
所
得
控
除

後
の
金
額
か
ら
一
律
控
除
８
０,

０
０
０
円
お
よ
び
医
療
費
控
除
額

な
ど
を
差
し
引
い
た
も
の
で
す
。�

な
お
、
公
務
員
の
方
は
、
勤
務

先
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
　
　
１
６
４
５
）�

◎
年
金
相
談
日
開
設
�

▼
日
時
　
６
月
２５
日
（水）
　
１０
時
３０

分
か
ら
１５
時
�

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階
技

術
指
導
室
�

○�６３�
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世帯類型�

標準世帯（夫婦、子２人）�
（子の１人は１６歳以上２３歳未満）�

３人世帯（夫婦、子１人）�
（子は１６歳未満）�

２人世帯（夫婦のみ）�

単身世帯�

全額免除�

１６４�
（２６０）�

１２９�
（２１０）�

９４�
（１５９）�

３５�
（１００）�

◎免除基準による世帯類型別の�
　免除対象所得ライン（概算）の目安表�

＊カッコ内は、収入ベースに換算した場合の数値です。�
＊この額はあくまでも目安であり、被保険者やその扶
養家族等の所得状況や各種控除により免除に該当す
るか否かが変わってきます。�

（単価：万円）�

明
石
社
会
保
険
事
務
所
か

明
石
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
�

明
石
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
�

半額免除�

２８５�
（４２４）�

２１５�

（３３３）�

１７２�
（２７１）�

８５�
（１５０）�

国
民
年
金
保
険
料
の
�

　
免
除
申
請
に
つ
い
て
�

（別　表）�
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○�６３�

高
齢
化
社
会
の
進
展
と
共
に
、

高
齢
者
の
転
倒
に
よ
る
骨
折
等
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
で
は

転
倒
を
き
っ
か
け
に
、
持
病
の
悪

化
や
痴
呆
症
状
に
よ
り
「
寝
た
き

り
」
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。�

そ
こ
で
、「
寝
た
き
り
」
に
な

ら
な
い
よ
う
、
転
ば
な
い
身
体
作

り
を
目
的
と
し
た
運
動
教
室
を
７

月
か
ら
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
奇
数
月
の
第
１
・
３
金

曜
日
　
１５
時
か
ら
１６
時
ま
で
�

▼
場
所
　
市
民
病
院
１
階
講
義
室
�

▼
内
容
　
家
庭
で
で
き
る
筋
力
増

強
、
身
体
機
能
維
持
を
目
的
と
し

た
運
動
指
導
�

▼
定
員
　
１
回
１０
名
�

▼
費
用
　
３
０
０
円（
諸
費
用
込
み
）�

▼
講
師
　
市
民
病
院
整
形
外
科
医
・

理
学
療
法
士
等
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
民
病
院
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
て
受
付

（
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
中
）。

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
（
　
　
２
０
２
０
）�

「
届
け
ま
す
　
未
来
に
安
心
　

水
道
水
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
６

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
全
国
一
斉

に
第
４５
回
水
道
週
間
が
は
じ
ま
り

ま
す
。�

水
道
水
は
、
私
た
ち
が
日
常
生

活
を
送
る
う
え
に
お
い
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。�

水
道
部
で
は
、
公
共
下
水
道
や

農
業
集
落
排
水
事
業
等
の
整
備
に

伴
い
、
増
え
続
け
る
水
道
水
源
の

確
保
や
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施

設
の
整
備
を
計
画
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。�

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
と
、
洗
濯
、

お
ふ
ろ
、
庭
の
打
ち
水
な
ど
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
で
水
を
多
く
使
う
季

節
が
や
っ
て
き
ま
す
。�

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
一

滴
の
水
で
も
大
切
に
使
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

水
道
法
（
第
３４
条
の
２
）
の
改

正
に
よ
り
、
小
野
市
上
水
道
給
水

条
例
で
小
規
模
貯
水
槽
（
水
槽
の

有
効
容
量
が
１０

３ｍ
以
下
）
設
置
者

の
管
理
責
任
が
明
確
化
さ
れ
ま
し

た
。�安全

な
水
を
供
給
す
る
た
め
に

必
ず
貯
水
槽
の
検
査
を
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。�

１.
貯
水
槽
の
清
掃
�

貯
水
槽
を
い
つ
も
清
潔
な
状
態

に
保
つ
た
め
、
１
年
以
内
ご
と
に

１
回
定
期
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。�

２.
施
設
の
点
検
と
改
善
�

定
期
点
検
を
行
い
、
不
備
な
所

が
あ
れ
ば
速
や
か
に
補
修
改
善
を

行
い
ま
し
ょ
う
。�

３.
給
水
の
停
止
�

供
給
し
て
い
る
水
に
異
常
を
認

め
た
時
は
、
水
質
検
査
を
行
う
と

と
も
に
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
給
水
を
停

水
し
ま
し
ょ
う
。�

４.
小
野
市
地
区
の
指
定
検
査
機

関
�定

期
点
検
の
指
定
検
査
機
関
は
、

社
団
法
人
　
姫
路
市
医
師
会
�

検
診
部
検
診
課
環
境
分
析
担
当
�

〒
６
７
０
｜
０
０
６
１
�

姫
路
市
西
今
宿
３
丁
目
７
番
２１
号
�

（
姫
路
市
医
師
会
館
３
Ｆ
）�

　
０
７
９
２
　
３
３
６
６
�

フ
ァ
ク
ス
０
７
９
２
　
３
３
６
９
�

水
道
部
上
水
道
課
で
は
、
計
量

法
に
基
づ
き
、
検
査
満
了
が
到
来

す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
、
６
月
ご

ろ
か
ら
１２
月
ま
で
逐
次
取
り
替
え

を
行
い
ま
す
。�

取
替
家
庭
対
象
数
は
市
内
約
２,

５
０
０
世
帯
で
、
工
事
は
小
野
市

指
定
給
水
装
置
工
事
店
が
行
い
ま

す
。�工事

の
際
、
宅
地
内
に
入
っ
た

り
、
一
時
的
に
断
水
を
す
る
場
合

が
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

市
民
病
院
�

水
　
　
道
�

ち
 

ほ
う
�

「
届
け
ま
す

届
け
ま
す
　

未
来
に
安
心

未
来
に
安
心
�

　
水
道
水
」

　
水
道
水
」
�

「
届
け
ま
す
　

未
来
に
安
心
�

　
水
道
水
」
�

内科医長�

黒原　篤志�

内科医長�

陳　　慶祥�

６
月
１
日
〜
７
日
�

水
道
週
間
�

小
規
模
貯
水
槽

小
規
模
貯
水
槽
の
管
理
管
理
�

小
規
模
貯
水
槽
の
管
理
�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
�

に
ご
協
力
を
！

に
ご
協
力
を
！
�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
�

に
ご
協
力
を
！

に
ご
協
力
を
！
�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
�

に
ご
協
力
を
！
�

○�９５�

○�９５�

こ
ん
に
ち
は�

　
着
任
医
で
す
！�くろはら　  あつ し�ちん　　    けいしょう�

内科医員�

細見　雅史�
ほそ み　   まさ し�

内科医員�

松井　美保�
まつ い　    み  ほ�

内科医員�

宇野　吾一�
う  の　    ご いち�

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
�

転
倒
予
防
教
室
�

 
 
参
加
者
募
集
�
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（
水
道
＆
税
）

�



税
�

○�６３�

Ｑ.
新
聞
発
表
等
で
地
価
が
下
落

し
て
い
る
と
目
に
し
ま
す
が
、
土

地
の
税
金
が
毎
年
上
が
る
の
は
な

ぜ
？
�

Ａ.
小
野
市
で
は
、
地
価
の
下
落

に
伴
い
評
価
額
を
下
げ
て
い
ま
す

が
、
ご
質
問
の
と
お
り
土
地
の
税

金
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

な
ぜ
か
と
言
い
ま
す
と
、
税
額
に

つ
い
て
は
、
評
価
額
×
税
率
で
決

ま
る
の
で
は
な
く
、
課
税
標
準
額

×
税
率
（
１
・
４
％
）
で
決
ま
り

ま
す
。
土
地
の
場
合
、
評
価
額
と

課
税
標
準
額
が
同
額
で
は
な
い
た

め
（
課
税
明
細
書
が
あ
れ
ば
ご
覧

く
だ
さ
い
）、
評
価
額
が
下
が
っ

た
と
し
て
も
、
こ
の
課
税
標
準
額

が
上
が
る
た
め
に
、
毎
年
税
金
が

上
が
り
ま
す
。�

で
は
、
な
ぜ
課
税
標
準
額
が
上

が
る
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
１０
年

ほ
ど
前
ま
で
は
、「
課
税
標
準
額

＝
評
価
額
」
で
し
た
が
（
グ
ラ
フ

①
）、
平
成
６
年
度
に
、
土
地
の

評
価
は
全
国
一
律
、
地
価
公
示
価

格
の
７
割
に
な
る
よ
う
に
定
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
地

価
公
示
価
格
の
２
〜
５
割
の
評
価

額
で
あ
っ
た
小
野
市
の
土
地
の
評

価
額
は
、
一
気
に
２
〜
５
倍
近
く

に
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
②
）。

本
来
、
評
価
額
が
２
〜
５
倍
に
な

る
と
課
税
標
準
額
も
２
〜
５
倍
に

な
っ
て
税
額
も
２
〜
５
倍
に
な
り

ま
す
が
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
急

激
な
税
負
担
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

負
担
調
整
措
置
と
い
う
税
負
担
の

軽
減
措
置
を
設
け
て
、
課
税
標
準

額
が
評
価
額
の
６
割
を
超
え
る
ま

で
は
課
税
標
準
額
が
年
々
上
昇
し

て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
評
価
額
が
下
落
し
て
も

課
税
標
準
額
が
評
価
額
の
６
割
に

満
た
な
い
土
地
は
、
課
税
標
準
額

が
上
が
り
ま
す
の
で
（
グ
ラ
フ
③
）、

税
金
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
（
課
税
標
準
額
が
評
価
額

の
６
割
を
超
え
れ
ば
、
据
置
と
な

り
税
額
も
据
え
置
か
れ
ま
す
）。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税

係
（
　
　
１
０
０
９
）�

平成6年度より地価公示�
価格の7割が評価額 

評価額が大幅にアップしても課税�
標準額は、なだらかに上昇します。�

評価額と課税標�
準額が同じ 

評価額が下がっても、課税標準額が評�
価額の6割を超えるまでなだらかに上昇。�

市では、これまで市税や各種使用
料等を口座振替の方法により納付い
ただいている皆さんに対し、「口座
振替済通知書」を送付してきました
が、事務の簡素・合理化や経費の節
減の観点から、本年６月以降の振替
分より廃止します。廃止する種別等
は別表のとおりです。�
なお、今後の納付確認につきまし
ては、お手数ですが利用口座の通帳
でお願いします。�
皆さんのご理解とご協力をお願い
します。�

口座振替をご利用の皆さんへ�

口座振替済通知を廃止します�口座振替済通知を廃止します�口座振替済通知を廃止します�

種　　別�

市
　
税�

市　県　民　税�

固 定 資 産 税 �

国民健康保険税�

介 護 保 険 料 �

保 　 育 　 料 �

アフタースクール負担金�

し尿収集手数料�

市営住宅使用料�

住宅資金貸付金の償還金�

担当課�

�
税務課�
�

市民課�

福祉課�

生活環境課�

まちづくり課�

※軽自動車税については、これまで
どおり送付します。�

税
金
Ｑ
＆
Ａ

税
金
Ｑ
＆
Ａ
�

�税
金
Ｑ
＆
Ａ

税
金
Ｑ
＆
Ａ
�

�税
金
Ｑ
＆
Ａ
�

�
土
地
の
税
金
が
下
が
ら
な
い
�

の
は
な
ぜ
？
�

1

2

3
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魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
各
地

で
す
す
ん
で
い
ま
す
。
身
近
な
ふ

る
さ
と
か
ら
新
た
な
発
見
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
な
ん
で
も
体
験
、

な
ん
で
も
挑
戦
の
意
気
込
み
で
、

市
民
が
企
画
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。�

▼
日
時
　
６
月
２８
日
（土）
か
ら
１２

月
６
日
（土）
（
全
６
回
）�

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
ほ
か
�

▼
内
容
　
お
の
恋
お
ど
り
を
踊
り

隊
、
浄
土
寺
の
歴
史
、
ひ
ま
わ
り

で
草
木
染
、
世
界
で
１
枚
の
あ
な

た
の
名
刺
づ
く
り
、
ジ
ャ
ズ
演
奏

と
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ほ
か
�

▼
対
象
　
一
般
成
人
�

▼
定
員
　
３０
名
�

▼
受
講
料
　
２,
０
０
０
円
（
材

料
費
等
は
実
費
徴
収
し
ま
す
）�

▼
講
師
　
裏
播
州
　
鬼
灯
（
ほ
お

ず
き
）、
前
田
初
代
氏
（
工
房
初
）

ほ
か
�

▼
申
し
込
み
期
間
　
６
月
１
日
（日）

か
ら
同
月
１５
日
（日）
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

今
回
は
、「
燃
え
る
」
と
い
う

こ
と
を
テ
ー
マ
に
実
験
し
ま
す
。

硝
石
と
い
う
火
薬
の
も
と
を
燃
や

し
て
花
火
を
作
っ
た
り
、
金
属
を

燃
や
し
た
り
し
ま
す
。
科
学
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

▼
日
時
　
６
月
２９
日
（日）
　
１３
時
３０

分
か
ら
１５
時
３０
分
�

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
�

▼
対
象
　
小
中
学
生
�

▼
定
員
　
１５
名
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
講
師
　
小
野
自
然
写
真
の
会（
中

央
公
民
館
登
録
サ
ー
ク
ル
）の
皆

さ
ん
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
６
月
１
日
（日）

か
ら
１５
日
（日）
ま
で
。
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
に
、
①
氏
名
②
〒
③
住
所

④
電
話
番
号
⑤
男
女
の
別
⑥
学
校
・

学
年
⑦
保
護
者
名
を
記
入
。
ハ
ガ

キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も

可
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。�

▼
申
し
込
み
先
　
〒
６
７
５
｜
１

３
８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６

｜
１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
な
ん

で
も
実
験
係
�

Ｅ
メ
ー
ル
　
�

�▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

名
指
揮
者
、
藤
岡
幸
夫
氏
と
プ

ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
、

混
声
合
唱
の
歌
声
を
小
野
市
に
響

か
せ
よ
う
と
始
め
て
４
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
約
１
６

０
人
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。�

今
年
度
は
「
愛
・
希
望
・
平
和
」

を
テ
ー
マ
に
曲
を
選
ん
で
い
ま
す
。�

あ
な
た
も
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
歌
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
�

▼
演
奏
会
日
時
　
平
成
１６
年
２
月

１
日
（日）
　
１５
時
か
ら
�

▼
曲
目
　
選
曲
中
�

▼
応
募
資
格
　
関
西
フ
ィ
ル
と
一

緒
に
歌
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
（
た
だ
し
、

規
定
の
出
席
回
数
に
達
し
な
い
方

は
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
ま
せ
ん
）�

▼
練
習
日
　
毎
月
第
２
・
４
金
曜

日
　
１９
時
か
ら
２１
時
３０
分
（
た
だ

し
、
結
団
式
は
７
月
２５
日
（金）
の
１９
�

○�６３�

○�６３�

（
施
設
だ
よ
り
）�

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
�

　
　
　
　
「
お
の
再
発
見
」
�

関
西
フ
ィ
ル
と
一
緒
に
歌
お
う
�

合
唱
団
団
員
募
集
�

な
ん
で
も
実
験
！
�

市
民
会
館
�

中
央
公
民
館
�

ホ
ー
ル
で
や
っ
て
み
た
か
っ
た

事
業
を
自
分
で
企
画
し
、
夢
を
形

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の
う

え
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
こ

れ
を
実
施
し
、
地
域
の
芸
術
・
文

化
の
振
興
を
図
り
ま
す
。�

▼
対
象
と
な
る
ホ
ー
ル
自
主
事
業
�

①
音
楽
②
演
劇
③
舞
踊
④
演
芸
・

伝
統
芸
能
⑤
子
ど
も
・
青
少
年
向

音
楽
・
演
劇
⑥
公
演
⑦
そ
の
他
�

▼
応
募
資
格
　
小
野
市
お
よ
び
周

辺
で
活
動
を
行
う
団
体
・
個
人
�

▼
実
施
方
法
と
委
託
金
額
の
上
限
�

実
行
委
員
会
に
事
業
実
施
を
委
託

し
ま
す
（
最
高
１
０
０
万
円
）。�

▼
企
画
案
の
募
集
　
応
募
用
紙
に
、

企
画
提
案
書
お
よ
び
収
支
予
算
書

を
添
付
の
う
え
、
市
民
会
館
ま
で

提
出
く
だ
さ
い
（
応
募
用
紙
は
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
図
書
館
、
ア
ル
ゴ
、
好
古
館
等

に
あ
り
ま
す
）。�

▼
応
募
期
限
　
６
月
２９
日
（日）
�

▼
企
画
の
選
考
と
決
定
　
実
務
経

験
者
に
よ
る
選
考
委
員
会
で
決
定

し
ま
す
。�

▼
選
考
基
準
　
応
募
用
紙
を
参
照

く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
と
な
ら

な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、
応

募
用
紙
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

▼
事
業
説
明
会
　
６
月
７
日
（土）
　

１９
時
か
ら
・
中
央
公
民
館
３
０
２

号
室
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

○�６３�

市
民
が
つ
く
る

市
民
が
つ
く
る
�

ホ
ー
ル
自
主
事
業
を
募
集

ホ
ー
ル
自
主
事
業
を
募
集
�

★
夢
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
★

★
夢
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
★
�

★
夢
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
★
�

市
民
が
つ
く
る
�

ホ
ー
ル
自
主
事
業
を
募
集
�

 
市
内
外
の
将
棋
愛
好
家
と
の
交

流
を
通
し
て
実
力
の
向
上
を
図
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
６
月
１５
日
（日）
　
受
付
９

時
か
ら
９
時
３０
分
�

▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
�

▼
対
局
　
Ａ
級
（
３
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
初
〜
２
段
）、
Ｃ
級
（
１

〜
５
級
）、
Ｄ
級
（
６
級
以
下
）、

小
学
生
高
学
年
の
部
、
小
学
生
低

学
年
の
部
�

▼
表
彰
　
各
級
１
・
２
位（
賞
状
・

楯
・
有
名
棋
士
扇
子
）、
３
位（
賞

状
・
有
名
棋
士
扇
子
）、
Ｃ
級
優

勝
者（
１
級
に
限
る
）に
は
日
本
将

棋
連
盟
初
段
免
状
を
無
料
で
推
薦

（
３
１,
５
０
０
円
相
当
）�

▼
参
加
費
　
一
般
１,
５
０
０
円
、

学
生
１,
０
０
０
円
（
昼
食
付
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

　
将
棋
を
初
歩
か
ら
習
い
た
い
方
、

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
方
、
中
央

公
民
館
で
学
び
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

　
１３
時
か
ら
１５
時
�

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
�

▼
受
講
料
　
一
般
１,
０
０
０
円

（
毎
月
）、
学
生
無
料
�

▼
講
師
　
中
央
公
民
館
登
録
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　
 

　
１
０
２
０
）�

○�６３�

○�６３�
小
野
市
民
将
棋
大
会

小
野
市
民
将
棋
大
会
�

出
場
者
募
集

出
場
者
募
集
�

小
野
市
民
将
棋
大
会
�

出
場
者
募
集
�

第
30
回
記
念
�

頭
脳
の
ス
ポ
ー
ツ
！
�

将
棋
教
室
受
講
生
募
集

将
棋
教
室
受
講
生
募
集
�

将
棋
教
室
受
講
生
募
集
�

「
手
づ
く
り
花
火
」コ
ー
ス
�

受
講
生
募
集
�

ono.hyogo.jp

　
　
　
　kom

inkan@
city.�

�

�
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時
か
ら
２１
時
３０
分
）
約
２５
回
。�

▼
練
習
会
場
　
中
央
公
民
館
ほ
か
�

▼
会
費
　
一
般
　
３,
０
０
０
円
、

中
高
生
　
１,
０
０
０
円
、
小
学

生
　
５
０
０
円
（
そ
の
他
実
費
）�

▼
指
導
者
　
西
村
香
子
氏
（
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
、
神
戸
フ
ォ
ー
レ
協
会

会
員
）
ほ
か
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
７
月
２５
日
の

結
団
式
に
会
場
で
、
申
し
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
西
村
厚
一
（
　

　
１
１
９
３
）、
松
井
正
道
（
　

　
７
０
９
６
）、
小
野
市
民
会
館

（
　
　
１
０
２
０
）�

普
段
使
っ
て
い
る
が
、
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
だ
学
習
を
し
た
い
方

や
、
も
っ
と
複
雑
な
内
容
を
仕
事

で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

方
等
や
る
気
の
あ
る
方
大
歓
迎
で

す
。�

▼
日
時
　
６
月
２１
日
（土）
・
２２
日
（日）

　
と
も
に
９
時
３０
分
か
ら
１６
時
３０

分
�

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の
会

議
室
�

▼
対
象
　
ワ
ー
ド
の
基
礎
を
マ
ス

タ
ー
し
て
い
る
方
�

▼
参
加
料
　
３,
０
０
０
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
）�

▼
定
員
　
１０
名
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の

（
　
　
７
０
８
２
）�

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
銭
太
鼓
を

振
る
こ
と
は
、
誰
に
で
も
で
き
ま

す
。
健
康
・
美
容
体
操
の
つ
も
り

で
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
方
等
、

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。�

▼
日
時
　
６
月
か
ら
毎
月
第
１
・

３
火
曜
日
　
１９
時
３０
分
か
ら
２１
時

３０
分
�

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の
和

室
�

▼
対
象
　
制
限
無
し
�

▼
受
講
料
　
月
１,
０
０
０
円（
別

途
資
材
費
要
）�

▼
定
員
　
２０
名
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の

（
　
　
７
０
８
２
）�

き
す
み
の
の
土
地
で
収
穫
さ
れ

た
そ
ば
粉
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
方
等
、

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。�

▼
日
時
　
６
月
か
ら
毎
月
第
２
・

４
火
曜
日
　
１９
時
３０
分
か
ら
２１
時

３０
分
�

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の
調

理
室
�

▼
持
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
等
�

▼
対
象
　
制
限
無
し
�

▼
受
講
料
　
月
１,
０
０
０
円（
別

途
材
料
費
要
）�

▼
定
員
　
１５
名
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の

（
　
　
７
０
８
２
）�

暑
い
夏
の
半
日
を
涼
し
い
自
然

の
山
の
中
で
、
家
族
と
一
緒
に
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
７
月
５
日
（土）
　
９
時
か

ら
１２
時
�

▼
場
所
　
き
す
み
の
見
晴
ら
し
の

森
周
辺
（
コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の
集

合
）�

▼
対
象
　
園
児
、
小
学
生
、
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
子
供
単
独
、

大
人
単
独
も
参
加
可
）�

▼
参
加
料
　
無
料
�

▼
定
員
　
３０
名
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の

（
　
　
７
０
８
２
）�

住
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
運
営
す

る
次
の
サ
ー
ク
ル
の
設
立
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

◎
英
会
話
�

▼
募
集
対
象
　
サ
ー
ク
ル
生
�

▼
条
件
　
成
人
で
初
級
者
�

▼
開
講
予
定
　
７
月
か
ら
�

▼
開
催
日
　
毎
週
水
曜
日
の
１４
時

か
ら
�

◎
ハ
ー
モ
ニ
カ
�

▼
募
集
対
象
　
サ
ー
ク
ル
生
�

▼
条
件
　
成
人
�

▼
開
講
予
定
　
７
月
か
ら
�

▼
開
催
日
　
第
２
・
４
土
曜
日
の

１９
時
か
ら
�

▼
必
要
品
　
Ｃ
メ
ジ
ャ
ー
複
音
と

Ａ
マ
イ
ナ
ー
複
音
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

（
購
入
希
望
者
に
は
、
講
師
が
手

配
し
ま
す
）�

▼
内
容
　
童
謡
・
唱
歌
等
を
練
習

し
ま
す
。�

◎
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
�

▼
募
集
対
象
　
講
師
、
サ
ー
ク
ル

生
�

▼
条
件
　
初
心
者
�

▼
開
講
予
定
　
未
定
　
�

※
詳
細
は
、
応
募
者
と
協
議
の
う

え
、
決
定
し
ま
す
。�

　
以
上
の
３
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加

費
用
は
、
講
師
と
サ
ー
ク
ル
生
と

の
協
議
に
よ
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
い
ち
ば
（
　
　
２
４
５

４
）�み

ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
手
づ

く
り
パ
ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

焼
き
た
て
の
パ
ン
は
フ
ワ
フ
ワ
、

ホ
カ
ホ
カ
で
と
っ
て
も
お
い
し
い

で
す
よ
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
６
月
１４
日
（土）
・
２８
日
（土）
、

７
月
５
日
（土）
・
１２
日
（土）
、
９
月
１３

日
（土）
・
２７
日
（土）
、
と
も
に
９
時
３０

分
か
ら
１２
時
３０
分
�

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
か
わ
い
調
理

室
�

▼
対
象
　
市
内
外
を
問
わ
ず
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。�

▼
参
加
料
　
２,
６
０
０
円
（
材

料
費
別
）�

▼
定
員
　
１２
名
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
わ
い
（
　

　
２
０
３
０
）�

コ
ミ
セ
ン
い
ち
ば
�

コ
ミ
セ
ン
か
わ
い
�

銭
太
鼓
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集
�

新
規
サ
ー
ク
ル
の

新
規
サ
ー
ク
ル
の
�

　
　
　
設
立
に
つ
い
て

　
　
　
設
立
に
つ
い
て
�

新
規
サ
ー
ク
ル
の
�

　
　
　
設
立
に
つ
い
て
�

○�６３�

○�６３�○�６３�

○�６２�

○�６６�

○�６３�

○�６７�○�６６�
○�６３�コ

ミ
セ
ン
き
す
み
の
�

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
応
用
）
�

教
室
参
加
者
募
集
�

自
然
に
触
れ
よ
う
昆
虫
採
集
�

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集
�

き
す
み
の
そ
ば
打
ち
サ
ー
ク
ル
�

参
加
者
募
集
�
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▼
日
時
　
６
月
１４
日
（土）
　・
２８
日

（土）
（
小
学
生
低
学
年
ま
で
）
１４
時

か
ら
、（
小
学
生
高
学
年
以
上
）

１４
時
４０
分
か
ら
�

※
い
ず
れ
も
時
間
に
遅
れ
る
と
部

屋
に
入
れ
ま
せ
ん
の
で
、
遅
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。�

▼
場
所
　
１
階
お
は
な
し
の
へ
や
�

▼
日
時
　
６
月
７
日
（土）
・
２１
日
（土）

　
１０
時
３０
分
か
ら
�

▼
場
所
　
児
童
コ
ー
ナ
ー
�

▼
対
象
　
幼
児
か
ら
一
般
の
方
�

　
い
ろ
ん
な
「
き
つ
ね
」
の
お
話

を
集
め
ま
し
た
。�

図
書
館
で
は
、
５
月
に
蔵
書
点

検
の
た
め
特
別
整
理
日
と
し
て
休

館
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
点
検
作

業
も
終
了
し
、
通
常
ど
お
り
開
館

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

休
館
中
に
館
内
の
照
度
ア
ッ
プ

や
資
料
の
保
管
場
所
を
変
更
す
る

な
ど
の
整
理
を
行
い
、
本
棚
が
す
っ

き
り
と
見
や
す
く
な
り
本
が
捜
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

６
月
中
旬
に
は
、
新
し
い
Ｃ
Ｄ

約
２
０
０
点
、
ビ
デ
オ
約
１
０
０

点
が
入
り
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
は
貸
出
用
、

ビ
デ
オ
は
館
内
視
聴
用
で
す
。
内

容
は
館
内
の
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
備
え
付
け

の
新
着
リ
ス
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

ま
た
、
図
書
と
同
様
に
Ｃ
Ｄ
と

ビ
デ
オ
の
購
入
希
望
を
伺
っ
て
い

ま
す
。
入
口
正
面
の
記
載
台
に
、

目
録
と
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
リ
ク
エ
ス

ト
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
目
録
を
参
考
に
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
に
記
入
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。�

図
書
の
予
約
は
、
こ
れ
ま
で
館

内
カ
ウ
ン
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
電
話
で
も
お
申
し

込
み
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

そ
の
場
合
、
左
記
の
項
目
を
必

ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。�

図
書
館
南
側
に
３５
台
収
容
の
仮

駐
車
場
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

な
お
、
図
書
館
周
辺
の
路
上
駐

車
は
危
険
で
す
の
で
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。�

　
高
等
学
校
等
に
在
学
し
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方
に

給
与
し
ま
す
。�

▼
人
員
　
５０
名
程
度
�

▼
受
付
期
間
　
６
月
１７
日
（火）
か

ら
同
月
２７
日
（金）
�

▼
奨
学
金
額
　
月
額
７,
０
０
０

円
（
返
済
不
要
）�

▼
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

高
等
学
校
（
盲
・
聾
・
養
護
学
校

の
高
等
部
、
高
等
専
門
学
校
、
各

種
学
校
を
含
む
）
に
在
学
す
る
方
。

他
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い

方
。�

▼
所
得
額
目
安
　
平
成
１４
年
度
の

認
定
者
に
お
け
る
世
帯
全
員
の
年

間
所
得
額
の
上
限
は
、
５
人
世
帯

（
父
、
母
、
本
人
、
中
・
小
学
生

の
弟
妹
各
１
人
）
の
場
合
、
お
お

む
ね
３
１
０
万
円
で
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
金
額
は
あ
く
ま
で
目
安

で
あ
り
、
世
帯
の
人
員
、
年
齢
構

成
等
に
よ
り
違
っ
て
き
ま
す
。�

▼
提
出
書
類
　
小
野
市
奨
学
生
願

書
、
奨
学
生
推
薦
書
、
在
学
証
明

書
、
所
得
証
明
書
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
　

　
２
４
０
９
）�

平
成
１６
年
度
用
に
発
行
さ
れ
た

小
・
中
学
校
用
教
科
書
の
す
べ
て

を
展
示
し
ま
す
。�

▼
期
間
　
６
月
２０
日
（金）
か
ら
７
月

４
日
（金）
（
月
曜
日
・
館
内
整
理
日

を
除
く
）
１０
時
か
ら
１８
時
ま
で
�

▼
場
所
　
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー

ナ
ー
�

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教

育
課
（
　
　
２
４
０
９
）�

▼
職
務
内
容
　
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童

の
学
童
保
育
（
場
所
・
小
学
校
）�

▼
資
格
要
件
　
教
員
免
許
、
ま
た

は
保
育
士
資
格
を
有
し
、
児
童
の

健
全
育
成
に
熱
意
を
有
す
る
方
。�

▼
期
間
　
７
月
２２
日
（火）
か
ら
８
月

２９
日
（金）
ま
で
�

▼
応
募
方
法
　
６
月
２５
日
（水）
ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福

祉
課
（
　
　
１
６
４
５
）�

○�６３�○�６３�

○�６３�

（
教
育
＆
ス
ポ
ー
ツ
）�

図
　
書
　
館
�

図
書
館
お
話
会

図
書
館
お
話
会
�

図
書
館
お
話
会
�

お
話
の
国
か
ら
新
し
い
�

　
　
友
達
が
や
っ
て
き
ま
し
た
�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
�

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会
�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
�

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会
�

今
月
の
本

今
月
の
本
�

今
月
の
本
�

高
校
奨
学
生
を
募
集

高
校
奨
学
生
を
募
集
�

高
校
奨
学
生
を
募
集
�

「
特
別
整
理
日

特
別
整
理
日
」
が
�

　
　
　
　
終
了

　
　
　
　
終
了
し
ま
し
た
�

「
特
別
整
理
日
」
が
�

　
　
　
　
終
了
し
ま
し
た
�

新
し
い
C
D
C
D
・
ビ
デ
オ
を
�

　
　
　
　
　
購
入

　
　
　
　
　
購
入
し
ま
す
�

図
書
図
書
の
予
約
を

予
約
を
�

電
話
電
話
で
も
受
も
受
け
付
け
ま
す
�

図
書
館
南
側

図
書
館
南
側
に
�

仮
駐
車
場

仮
駐
車
場
が
で
き
ま
し
た
�

新
し
い
C
D
・
ビ
デ
オ
を
�

　
　
　
　
　
購
入
し
ま
す
�

図
書
の
予
約
を
�

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
�

図
書
館
南
側
に
�

仮
駐
車
場
が
で
き
ま
し
た
�

教
　
　
育
�

図
書
館
南
側
の
仮
駐
車
場
�

教
科
書
の
展
示
会
�

教
科
書
の
展
示
会
�

学
童
保
育
臨
時
指
導
員

学
童
保
育
臨
時
指
導
員
�

（
登
録
制
）

（
登
録
制
）
を
募
集

を
募
集
�

学
童
保
育
臨
時
指
導
員
�

（
登
録
制
）
を
募
集
�
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体
の
疲
れ
を
取
る
ス
ト
レ
ッ
チ

運
動
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
引
き
出
す

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
（
香
）
を
加
え

る
こ
と
に
よ
り
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
体
を

動
か
し
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ

た
り
と
し
た
呼
吸
に
合
わ
せ
て
体

を
ほ
ぐ
し
て
い
く
の
で
、
年
齢
に

関
係
な
く
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。
肩
こ
り
、
冷
え
、

ス
ト
レ
ス
、
む
く
み
な
ど
の
解
消

に
効
果
的
で
す
。�

▼
日
時
　
６
月
２２
日
（日）
　
１３
時
か

ら
１７
時
ま
で
�

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
軽
運
動
室
、

研
修
室
�

▼
講
師
　
（株）
オ
ー
ジ
ー
ス
ポ
ー
ツ
�

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
�

▼
募
集
定
員
　
３０
名
（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）�

▼
受
講
料
　
２,
０
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
）�

▼
申
し
込
み
期
間
　
６
月
１
日
（日）

か
ら
同
月
１４
日
（土）
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
①
氏
名
②
年

齢
③
性
別
④
連
絡
先（
住
所
／
　
）

⑤
所
属（
勤
務
先
な
ど
／
　
）を
、

所
定
申
込
書
（
窓
口
用
）
ま
た
は
、

「
平
成
１５
年
度
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
講
習
会
申
込
書
」
と
記
入
の
う

え
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
�

小
野
市
総
合
体
育
館
　
〒
６
７
５

｜
１
３
７
８
　
小
野
市
王
子
町
９

１
７
｜
１
・
　
　
７
０
０
０
・
フ
ァ

ク
ス
　
７
５
６
０
）�

▼
期
間
　
６
月
２８
日
か
ら
９
月
６

日
の
毎
週
土
曜
日
　
１９
時
か
ら
２１

時（
全
１０
回
）�

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
�

▼
主
催
　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
�

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
一

般
男
女
�

▼
定
員
　
１５
名
程
度
（
先
着
順
）�

▼
受
講
料
　
６,
０
０
０
円
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
事
務
局
富
田
（
　
　

３
５
２
３
）�

今
年
の
４
月
は
平
年
に
比
べ
て

雨
の
日
が
多
く
、
連
日
の
よ
う
に

降
雨
に
み
ま
わ
れ
た
せ
い
か
、
火

災
の
発
生
は
幸
い
に
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
引
き
続
き
火
災
発
生

０
件
を
目
指
し
て
、
家
庭
や
地
域

ぐ
る
み
で
防
火
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
の
折
、

外
出
先
で
の
火
気
の
使
用
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

ま
た
、
会
社
・
家
の
周
り
に
は

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
等

の
放
火
対
策
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。�

●
火
災
・
救
急
・
救
助
・
そ
の
他

の
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
す
ぐ
１

１
９
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。（
携

帯
電
話
か
ら
で
も
可
能
）�

詳
し
く
は
、
広
報
と
一
緒
に

届
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
教
育
委
員
会
、
中
央
公
民
館
、

各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
、
サ
テ
ィ

等
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

生
涯
学
習
課
（
　
　
２
４
４
５
）�

母
子
家
庭
等
を
対
象
と
し
た

専
門
家
に
よ
る
特
別
相
談
を
行

い
ま
す
。�

慰
謝
料
請
求
、
遺
産
相
続
な

ど
法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
で

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
実

施
日
ま
で
に
前
も
っ
て
福
祉
課

児
童
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

▼
実
施
日
・
場
所
�

・
６
月
２７
日
（金）
加
古
川
健
康
福

祉
事
務
所
�

・
８
月
２１
日
（木）
加
西
市
福
祉
事

務
所
�

・
２
月
５
日
（木）
小
野
市
福
祉
事

務
所
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
　
　
１
６
４
５
）�

母
子
家
庭
等
特
別
相
談

母
子
家
庭
等
特
別
相
談
�

母
子
家
庭
等
特
別
相
談
�

○�６２�

○�６２�

○�６３�

○�６３�

○�６２�

ス
ポ
ー
ツ
�

お
知
ら
せ
�

消
　
　
防
�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
�

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集
�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
�

受
講
生
募
集
�

年
別
月
別

年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数

累
計
火
災
件
数
�

年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数
�

平
成
１４
年
�

平
成
１５
年
�

２
�

１０
�

０
�

１０
�

年
 
 
別
�
４
月
件
数
�
累
 
計
�

●
火
災
情
報
�

ス
ッ
キ
リ
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
�

ア
ロ
マ
ス
ト
レ
ッ
チ
�

　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
　
　
　
受
講
生
募
集
�

ア
ロ
マ
ス
ト
レ
ッ
チ
�

　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
　
　
　
受
講
生
募
集
�

ア
ロ
マ
ス
ト
レ
ッ
チ
�

　
　
　
　
受
講
生
募
集
�

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
�

平
成
１５
年
度
�

今
年
今
年
も
い
よ
い
よ
�

　
　
　

　
　
　
 
始
ま
り
ま
す
！
�

今
年
も
い
よ
い
よ
�

　
　
　
 
始
ま
り
ま
す
！
�

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
�

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�

　
　
　
I
T
す
く
ぅ
ー
る
」
�

７
月
生
募
集
中
！！
�

締
め
切
り
６
月
１９
日
（木）
必
着
�

北播磨県民局から�

県の職員が県政等に�
ついてお答えします！�

　県では、北播磨県民局お
よび地方機関の職員がグル
ープの会合などに講師とし
て出向き、県の行政施策の
内容などをわかりやすく説
明し、意見交換などを行う
「北播磨さわやか県民局」
を実施しています。�
　健康づくり、農林・園芸、
産業、道路など数多くのテ
ーマに対応しますので、ぜひ、
ご利用ください。�
　問い合わせ�
北播磨県民局調整課�
（　０７９５　９３１６）�

▼
�

○�４２�

http://w
w
w
.city.ono.hyogo.�

jp/̃syobo/

総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
で
は
、

プ
ー
ル
定
期
清
掃
の
た
め
６
月
２２

日
（日）
の
１８
時
か
ら
６
月
３０
日
（月）

ま
で
の
間
、
プ
ー
ル
の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。�

プ
ー
ル
使
用
停
止
に
つ
い
て

プ
ー
ル
使
用
停
止
に
つ
い
て
�

プ
ー
ル
使
用
停
止
に
つ
い
て
�
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小
野
託
児
サ
ー
ク
ル
「
こ
の
ゆ

び
と
〜
ま
れ
♪
」
で
は
、
子
育
て
、

子
育
ち
の
支
援
を
目
的
と
し
た
託

児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
４

回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。�

○
第
１
回
�

▼
日
時
　
６
月
１２
日
（木）
　
１０
時
か

ら
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
小
野
社
会
福
祉
協
議
会

会
議
室
�

▼
内
容
　
講
演
�

□
演
題
　「
子
育
て
を
共
に
楽
し

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」�

□
講
師
　
三
木
託
児
サ
ー
ク
ル「
カ

ン
ガ
ル
ー
」
片
山
操
代
氏
、
小

野
託
児
サ
ー
ク
ル
「
こ
の
ゆ
び

と
〜
ま
れ
♪
」
代
表
鳴
美
千
恵

子
氏
�

○
第
２
回
�

▼
日
時
　
６
月
１９
日
（木）
　
１０
時
か

ら
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
小
野
社
会
福
祉
協
議
会

会
議
室
�

▼
内
容
　
講
演
�

□
演
題
　「
こ
ど
も
の
発
達
と
そ

の
関
り
方
」�

□
講
師
　
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
�

○
第
３
回
�

▼
日
時
　
６
月
２６
日
（木）
　
９
時
３０

分
か
ら
１５
時
�

▼
内
容
　
館
外
研
修
「
キ
ッ
ズ
ラ

ン
ド
八
千
代
」
見
学
�

○
第
４
回
�

▼
日
時
　
７
月
３
日
（木）
　
１０
時
か

ら
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
市
立
児
童
館
「
チ
ャ
イ

コ
ム
」�

▼
内
容
　
講
演
と
見
学
�

□
演
題
　「
働
く
親
を
支
援
し
て
」�

□
講
師
　
市
立
児
童
館
館
長
　
宮

脇
幸
代
�

▼
定
員
　
２０
名
�

▼
対
象
　
子
育
て
に
関
心
の
あ
る

方
�

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
１０
日
（火）
�

▼
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
　

小
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
　
　
２
５
７
５
・
フ
ァ
ク
ス
 

　
５
１
９
１
）�

人
事
院
で
は
、
税
務
職
員
（
税

務
大
学
校
・
普
通
科
研
修
生
）
を

募
集
し
ま
す
。
平
成
１５
年
度
の
国

家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
（
税
務
）

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

▼
受
験
資
格
　
昭
和
５８
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
６１
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
�

▼
試
験
の
程
度
　
高
等
学
校
卒
業

程
度
�

▼
申
し
込
み
受
付
期
間
　
７
月
１

日
（火）
か
ら
同
月
８
日
（火）
�

▼
採
用
予
定
人
数
　
約
５０
名
�

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
　
大
阪
国

税
局
人
事
第
２
課
試
験
係
（
　
０

６
｜
６
９
４
１
｜
５
３
３
１
）、

ま
た
は
社
税
務
署
総
務
課
（
　
０

７
９
５
　
０
２
２
３
）
ま
で
。�

▼
日
時
　
６
月
２８
日
（土）
　
１３
時
３０

分
か
ら
１５
時
３０
分
�

▼
場
所
　
小
野
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
�

▼
講
師
　
丸
山
浩
路
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

手
話
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
・
手

話
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）�

▼
テ
ー
マ
　「
元
気
よ
来
い
！
税

ｉｎ
集
合
ラ
イ
ブ
」�

▼
入
場
料
　
無
料
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
ご
入
場
希
望

の
方
は
、
取
り
ま
と
め
て
お
電
話

く
だ
さ
い
。
事
前
に
整
理
券
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
入
場
時
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
（社）
社
納
税
協
会

（
　
０
７
９
５
　
０
３
６
０
）�

北
播
磨
の
魅
力
を
満
載
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
販
売
し
て
い
ま
す
。�

「
味
と
技
」、「
自
然
」、「
公
園
・

ア
ウ
ト
ド
ア
」、「
温
泉
」、「
体
験
」、

「
寺
社
・
遺
跡
・
古
墳
」、「
カ
ル

チ
ャ
ー
」に
加
え
、小
野
市
を
は
じ

め
と
す
る
４
市
８
町
の
紹
介
記
事

が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。�

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
身
近
で
気
軽

に
出
か
け
ら
れ
る
お
気
に
入
り
の

ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。�

▼
販
売
価
格
　
一
冊
４
８
０
円
�

▼
販
売
部
数
　
限
定
１
０
０
部
�

▼
販
売
場
所
　
企
画
政
策
室
（
企

画
グ
ル
ー
プ
・
　
　
１
４
０
４
）�

東
経
１
３
５
度
線
上
市
町
交
流

協
議
会
で
は
、
久
美
浜
町
の
黒
豆

醤
油
、
黒
田
庄
牛
コ
ロ
ッ
ケ
セ
ッ

ト
、
小
野
市
の
特
産
手
づ
く
り
ジ
ャ

ム
な
ど
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

子
午
線
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ス
ポ
ー

ト
を
片
手
に
、「
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
」
を
出
発
し
て
、
子
午
線
の
通

る
ま
ち
を
旅
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
市
内
公
共
施

設
で
も
ら
え
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

企
画
政
策
室
（
企
画
グ
ル
ー
プ
・

　
　
１
４
０
４
）�

○�６３�
○�６３�

○�４２�

○�６３�

○�４２�

○�６３�

（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）�

記
念
講
演
会
を
開
催

記
念
講
演
会
を
開
催
�

記
念
講
演
会
を
開
催
�

税
務
職

税
務
職
員
（
税
務
大
学
校
・

（
税
務
大
学
校
・
�

普
通
科
研
修
生
）

普
通
科
研
修
生
）
�

税
務
職
員
（
税
務
大
学
校
・
�

普
通
科
研
修
生
）
�

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

　
　
　
養
成
講
座
講
座
生
�

神
戸
電
鉄
（株）
で
は
平
成
１３
年
６

月
２３
日
、
大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
三
木
・

小
野
方
面
か
ら
ご
利
用
の
お
客
さ

ま
の
利
便
向
上
を
図
る
た
め
、
次

の
と
お
り
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し

ま
す
。�

▼
実
施
予
定
日
　
平
成
１５
年
６
月

２１
日
（土）
初
発
よ
り
�

▼
主
な
改
正
点
�

①
三
木
〜
小
野
駅
間
昼
間
時（
９

時
３０
分
〜
１８
時
）
の
利
便
性
向
�

上
を
図
る
た
め
、
三
木
〜
小
野

駅
間
の
列
車
を
増
発
し
、
運
転

間
隔
を
現
行
の
３０
分
か
ら
１５
分

に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

新
開
地
〜
小
野
駅
間
は
終
日
に

わ
た
り
上
下
列
車
と
も
１５
分
間

隔
の
運
転
と
な
り
ま
す
（
三
木

〜
小
野
駅
間
　
上
下
各
１６
本
増

発
）�

②
８
時
台
　
新
開
地
発
志
染
行
き

を
新
開
地
発
小
野
行
き
に
変
更

し
、
運
転
区
間
を
延
伸
し
ま
す
。�

③
１８
時
台
　
志
染
発
新
開
地
行
き

を
小
野
発
新
開
地
行
き
に
変
更

し
、
運
転
区
間
を
延
伸
し
ま
す
。�

な
ど
、
小
野
方
面
か
ら
新
開
地
方

面
へ
の
通
勤
・
通
学
、
お
買
物
等

の
ご
利
用
が
大
変
便
利
に
な
り
ま

す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
神
戸
電
鉄
（株）

鉄
道
事
業
本
部
鉄
道
営
業
部
鉄
道

営
業
課
（
　
０
７
８
｜
５
９
２
｜

４
１
０
３
）�

お
知
ら
せ
�

子
午
線
の
通
る
ま
ち
で
�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
�

子
午
線
の
通
る
ま
ち
で
�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
�

北
播
磨
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
�

「
旅
っ
た
び
北
は
り
ま
」�

販
売
中
�

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
、�

　
　
　
 
 
 
子
午
線
の
通
る
ま
ち
を
訪
ね
よ
う
！
�

ガイドブック�

社
納
税
協
会
創
立
６０
周
年
・
�

「
小
野
〜
新
開
地
間
�

　
　
運
転
間
隔
３０
分
を
�

　
　
　
　
　
１５
分
に
増
発
」
�

「
小
野
〜
新
開
地
間

「
小
野
〜
新
開
地
間
�

　
　
運
転
間
隔

　
　
運
転
間
隔
３０
分
を
分
を
�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
１５
分
に
増
発
」

分
に
増
発
」
�

「
小
野
〜
新
開
地
間
�

　
　
運
転
間
隔
３０
分
を
�

　
　
　
　
　
１５
分
に
増
発
」
�

社
納
税
協
会
青
年
部
会
設
立
１
周
年
�

（
６
月
２１
日
よ
り
予
定
）
�

募
　
　
集
�

小
野
託
児
サ
ー
ク
ル
�

「
こ
の
ゆ
び
と
〜
ま
れ
♪
」
�

◎お気軽にご相談ください！�
相談名� 相談日� 場　所� 相談内容� 担当課（電話番号）�

市 民 相 談 � 市民サービス課相談室�

市民サービス課相談室�

市民サービス課相談室�

中央公民館２０６号室�

市民サービス課相談室�

小 野 市 民 病 院 �
医療福祉相談室�
小 野 市 民 病 院 �
あ ん し ん 窓 口 �

生 活 環 境 課 �

教育委員会適応教室�

人 権 行 政 相 談 �

あんしん窓口相談�

消 費 生 活 相 談 �

交 通 事 故 相 談 �
【要予約】�

女 性 の た め の �
医 療 専 門 相 談 �

不登校児童生徒�
悩 み 相 談 �

女性のための相談�

法 律 相 談 �
【要予約】�

毎週月曜～金曜日�
８時３０分～１７時�

６月1０日（火）�
１０時３０分～１６時�

６月１１日（水）・２５日（水）�
１３時３０分～１６時�
※予約は毎月1日から受  
付。休日の場合は翌日。�

６月1８日（水）�
１３時３０分～１５時３０分�

毎週木曜日�
（電話相談）９時３０分～１１時３０分�
（面接相談・要予約）１３時～１６時�

毎週木曜日�
１３時３０分～１６時�
毎週月曜～金曜日�
９時～１２時�
毎週水曜日�
９時～１７時�

毎週月曜～金曜日�
１３時～１７時�

生活上の問題� 市 民 サ ー ビ ス 課 �
（ 　６３－１０１３）�

専門相談員による交通事故
処理などに関する問題�

弁護士による法律的な解釈
が必要な問題など�

人権や行政に関すること�

女性が抱えるさまざまな問題�

看護師による「医療に関す
る悩み」など�

医療福祉に関する悩みなど�

商品や契約の苦情に関する
問題�

不登校に関して、電話と面接
相談で応じます。�

�
市 民 サ ー ビ ス 課 �
（ 　６３－１０１３）�

市 民 サ ー ビ ス 課 �
（ 　６３－１０１３）�

市 民 サ ー ビ ス 課 �
（ 　６３－１０１３）�

男女共同参画推進課�
相 談 専 用 電 話 �
（ 　６３－８２５０）�

小 野 市 民 病 院 �
（ 　６３－２０２０）�

小 野 市 民 病 院 �
（ 　６３－２０２０）�
生 活 環 境 課 �
（ 　６３－３３８７）�

学 校 教 育 課 �
（ 　６３－２４０９）�

担当課（電話番号）�相談名� 相談日� 場　所� 相談内容�

児 童 相 談 �

母 子 自 立 相 談 �
【要予約】�

身体障害者相談�

乳幼児育児不安の相談�

住宅改造相談（高齢者・
障害者向）【要予約】�

ふれあい福祉相談�

生 涯 学 習 相 談 �

子 育 て 相 談 �

青少年の悩みの相談�

毎週月曜～金曜日�
１０時～１６時�

毎週月曜・水曜・金曜日�
８時３０分～１７時�

６月１５日（日）�
１０時～１２時�

毎週月曜～金曜日�
１０時～１５時�

毎週月曜～金曜日�
８時３０分～１７時�

毎週火曜・金曜日�
１０時～１５時�

毎週火曜～日曜日�
９時～１７時�

毎週月曜～土曜日�
１３時～１７時�

毎週月曜～金曜日�
８時３０分～１７時�

福祉事務所面接室�家庭環境、子育ての悩みなど�

福祉事務所面接室�生活上の悩みなど�

中央公民館３０４号室� 日常生活での悩みごと�

老人福祉センター�
「みやま荘」相談室�

市立児童館「チャイコム」�
（子育て学習センター）�

来 住 保 育 所 �
（子育てゆとり創造
センター）�

中央公民館事務所�

教育委員会青少年
補導センター�

乳幼児の子育ての悩みなど�

福祉事務所面接室�バリアフリー化など住宅改造
に関すること�

生計、職業、住宅、家族の悩
みなど�

非行・いじめ・交友関係など（電
話、面接と出前相談）�

個々に応じた学習の場の提供、
講座・サークル活動の案内な
ど�

子育てに関すること�

福祉課児童福祉係�
（ 　６３－１６４５）�

福祉課児童福祉係�
（ 　６３－１６４５）�

福祉課障害福祉係�
（ 　６３－１０１１）�

来 住 保 育 所 �
（子育てゆとり創造センター）�
（ 　６２－８４２８）�

福 祉 課 �
（ 　６３－１０１１）�

社 会 福 祉 協 議 会 �
（ 　６３－２５７４）�

コ ミ ュ ニ テ ィ課 �
（ 　６３－１０２０）�

子育て学習センター�
（ 　６２－７０２０）�

青少年補導センター�
（ 　６２－４１１０）�
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今
年
も
、
が
ん
、
高
血
圧
、
高

脂
血
症
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
、
治
療
を
目
的
に
、

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
が
始
ま
り
ま

す
。
健
診
結
果
か
ら
ご
自
分
の
検

査
数
値
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
大

事
な
事
で
す
。
生
活
習
慣
の
見
直

し
改
善
を
図
る
良
い
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

前
立
腺
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
�

｜
前
立
腺
が
ん
の
�

　
　
　
　
早
期
発
見
の
た
め
に
｜
�

○
前
立
腺
が
ん
は
、
中
高
年
の
男

性
に
発
症
し
最
近
急
増
し
て
い
ま

す
。�

○
早
期
発
見
に
は
、
前
立
腺
特
異

抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
値
の
測
定
が
有

用
で
血
液
検
査
に
よ
っ
て
簡
単
に

調
べ
ら
れ
ま
す
。�

○
前
立
腺
が
ん
を
早
期
に
発
見
し

治
療
す
る
た
め
に
は
、
前
立
腺
が

ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
、
現

在
考
え
ら
れ
る
唯
一
で
最
も
有
効

な
手
段
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

早
期
が
ん
は
無
症
状
で
す
の
で

５０
歳
以
上
の
男
性
は
、
ぜ
ひ
、
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
�

▼
対
象
者
　
（１）
平
成
１６
年
３
月
３１

日
現
在
で
４０
、
４５
、
５０
、
５５
、
６０
、

６５
、
７０
歳
の
方
�

（２）
定
期
的
な
肝
機
能
検
査
を
受
け

て
い
な
い
４０
歳
以
上
の
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
�

①
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。�

②
広
範
な
外
科
的
処
置
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
。�

③
妊
娠
・
分
娩
時
に
多
量
に
出

血
し
た
こ
と
が
あ
る
。�

（１）
、
（２）
と
も
次
の
２
項
目
を
満
た

す
方
�

・
こ
れ
ま
で
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
�

・
現
在
ま
た
は
過
去
に
Ｂ
型
肝
炎
・

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方
�

▼
検
査
内
容
　
採
血
し
て
、
血
液

中
の
Ｂ
型
・
Ｃ
型
の
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
を
調
べ
ま
す
。�

26平成１５年　広報「おの」6月号�

（
医
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う
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に
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自
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自
分
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「
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間
の
半
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を

「
１
年
間
の
半
日
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自
分
の
た
め
に
　
家
族
の
た
め
に
」

　
自
分
の
た
め
に
　
家
族
の
た
め
に
」

�

「
１
年
間
の
半
日
を�

　
自
分
の
た
め
に
　
家
族
の
た
め
に
」

�

○�６３�

月　　日　�

６月  ９日（月）�

 ２０日（金）�

 ２１日（土）�

 ２７日（金）�

 ２８日（土）�

７月 ３日（木）�

 ４日（金）�

 １４日（月）�

 １５日（火）�

 ２２日（火）�

３０日（水）�

８月 １日（金）�

 ２日（土）�

　 対 象 地 区 　 �

来住地区�

河合（復井町、青野ヶ原町、河合中町、河合西町、新部町、西山町、桜台）�

河合（旭町、昭和町、三和町、粟生町）�

市場＜健康推進モデル地区＞（市場町、榊町、大島町、二葉町）�

市場＜健康推進モデル地区＞（樫山町、山田町、池尻町、育ヶ丘町、匠台）�

下東条（中谷町、脇本町、万勝寺町、池田町、曽根町、小田上町、小田下町、船木町）�

福田（久保木町、古川町、高山町）�

下東条（福住町、中番町、菅田町、住吉町）�

大部（鹿野町、敷地町、中島町、広渡町）�

小野（神明町）�

大部（高田町、喜多町、住永町、王子町）�

小野（中町）�

小野（栄町、大開町、浄谷町、北丘町、片山町、田園町、久茂町、葉多町）�

小野（上本町、本町、本町１丁目、西本町、東本町、丸山町、下大部町）�

小野（上新町、垂井町、日吉町、長尾町、黒川町）�

小野（天神町、天神東ヶ丘、小野ニュータウン）�

【健診日程・会場】※当日支障のある方は、都合のよい日に受けてください。�

【健診内容】�

検 診 名 �

基本健康診査�

肝炎ウィルス検診�

胸 部 検 診 �
（結核・肺がん）�

胃 が ん 検 診 �

肺 が ん 検 診 �

大腸がん検診�

前立腺がん検診

歯科健康診査�

子宮がん検診�

検 査 内 容 �

検尿、身体計測、血圧、血液検査、�
心電図、眼底検査、診察、保健・栄養指導�

血液検査（HCV抗体検査・HBs抗原検査）�

胸部X線間接撮影�

バリウムによるX線間接撮影�

喀痰検査（３日間蓄痰法）�
対象は、喫煙指数が６００以上（１日本数×喫煙年数）�

検便による便潜血反応検査（２日間）�

血液検査（PSA測定）�
《対象者》５０歳以上の男性�

問診、歯科診察、口腔衛生指導（希望者のみ）�

子宮頸部細胞診�

個人負担金�

１,４００円�

１,０００円�

３００円�

１,３００円�

１,２００円�

５００円�

１,５００円�

無料�

１,５００円�

受 付 時 間 �

�

８時～１１時�

※身体の不自由な
方、子ども連れの
方等は、なるべく�
１０時３０分から１１
時の間にお越しく
ださい。補助員が
お手伝いします。�

�

�

９時 ～１１時 �

１２時３０分～１３時�

【お願い】�

【注　意】�

・検査料金は当日会場でお支払いください。�
（７０歳以上は無料です／昭和９年３月３１日以前に生まれた方）�
ただし、前立腺がん検診は７０歳以上の方も有料となります。�

●当日受付もします。�

●喀痰検査、大腸がん検診希望
の方にも事前に検体容器を
お渡しし、家庭で指定日に採
取し、健診当日に提出してい
ただきます。�

●申し込みされていない方に
は、事前に受診票等をお渡し
します。�

※受診票等希望の方は保健セ
ンターへご連絡ください。�

※申し込み・問い合わせ�
　・・・市立保健センター�
　　　　　  ３９７７�

・ 妊娠中または妊娠の可能性
のある方は、胃がん検診・
胸部検診は受けないでくだ
さい。�

町
ぐ
る
み
総
合
健
診�

　 場 　 所 　 �

JA兵庫みらい来住支店�

コミュニティセンターかわい�

コミュニティセンターいちば�

コミュニ ティセ ン タ ー �
　 　 　 下 東 条 �

保 健 センター�



��

３９７７�○�６３�

★診療時間は、午後６時から午後９時です。�
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）
　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。�

○�６３�
○�６３�

当 番 医 �
坂 本 医 院 �
小 野 寿 仙 病 院 �
曽 野 医 院 �
依 藤 診 療 所 �
赤 羽 目 医 院 �
依 藤 診 療 所 �
曽 野 医 院 �
青 山 医 院 �
町立東条診療所�
土 井 病 院 �
復 井 診 療 所 �
岡 田 内 科 医 院 �
国立青野原病院�
吉 川 医 院 �
土 井 病 院 �
柏 木 医 院 �
ま す む ら 医 院 �
松 尾 内 科 �
ひまわりクリニック�
小島クリニック�
篠 原 医 院 �
赤 羽 目 医 院 �
清水内科クリニック�
神 医 院 �
藤 本 内 科 医 院 �
畑 田 内 科 医 院 �

月　日�
６月１１日（水）�
　　　１２日（木）�
　　　１３日（金）�
　　　１４日（土）�
　　　１６日（月）�
　　　１７日（火）�
　　　１８日（水）�
　　　１９日（木）�
　　　２０日（金）�
　　　２１日（土）�
　　　２３日（月）�
　　　２４日（火）�
　　　２５日（水）�
　　　２６日（木）�
　　　２７日（金）�
　　　２８日（土）�
　　　３０日（月）�
７月  １日（火）�
　　　　２日（水）�
　　　　３日（木）�
　　　　４日（金）
　　　　５日（土）�
　　　　７日（月）�
　　　　８日（火）�
　　　　９日（水）�
　　　１０日（木）�

住　所�
加東郡社町上中３丁目�
復 井 町 �
加東郡社町東古瀬�
本 町 �
加東郡滝野町北野�
本 町 �
加東郡社町東古瀬�
加東郡東条町吉井�
加東郡東条町新定�
復 井 町 �
復 井 町 �
市 場 町 �
南 青 野 �
加東郡社町社�
復 井 町 �
船 木 町 �
加東郡滝野町上滝野�
黒 川 町 �
神 明 町 �
王 子 町 �
粟 生 町 �
加東郡滝野町北野�
敷 地 町 �
加東郡東条町森�
加東郡社町社�
黒 川 町 �

電　話�
０７９５　６６６０
　２０２０�
０７９５　６２９９�
　００２８�
０７９５　５０５８
　００２８�
０７９５　６２９９�
０７９５　０３２１�
０７９５　００４８�
　２１１９�
　７３１８�
　７３６６�
　２２３３�
０７９５　０１０５�
　２１１９�
　０１９９�
０７９５　０７０４
　０８８０�
　７２０９�
　２７２７�
　２８１０�
０７９５　５０５８
　１００５�
０７９５　０１４４
０７９５　００２４�
　７５７５�

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）�１０日までの分は�
前月号に掲載�

○�６６�
○�６６�

○�６６�

○�６６�

○�６２�

○�６７�

○�４２�

○�４２�

○�４２�

○�４６�
○�４６�

○�４２�

○�４２�

○�４８�

○�４８�

○�４７�

○�４８�

○�６６�

○�６３�

○�６３�

○�６２�

○�６５�

○�６３�

○�６２�
○�６４�

○�６４�

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。�
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。�

清水内科クリニック�
小 野 市 民 病 院 �
公立社総合病院�
公立社総合病院�
吉 川 医 院 �
武 田 整 形 外 科 �
藤 本 内 科 医 院 �
小 野 市 民 病 院 �

敷 地 町 �
中 町 �
加東郡社町家原�
加東郡社町家原
加東郡社町社�
加東郡滝野下滝野
加東郡社町社�
中 町 �

　 １００５�
　 ２０２０�
０７９５　５５１１�
０７９５　５５１１�
０７９５　０１０５�
０７９５　５３５５�
０７９５　００２４�
　 ２０２０�

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）�

月　日� 住　所� 電　話�当番医�
上・内科医�
下・外科医�

○�６３�

○�６３�

○�６２�

○�４８�
○�４２�

○�４２�
○�４２�
○�４２�

６月１５日（日）�

６月２２日（日）�

６月２９日（日）�

７月  ６日（日）�

○�２２�０７９５　　０１１１�

★診療時間は、午前９時から午後５時までです。�
★三木市・美嚢郡は同日に在宅当番（１箇所）で対応しています。�

休日小児科一次救急当番�
当 番 医 � 住　所� 電　話�月　日�

６月１５日（日）�小 野 市 民 病 院 �
診断医師　松井  忠孝医師�

小 野 市 中 町 �　 ２０２０�

６月２９日（日）�市 立 西 脇 病 院 �
診断医師　山中  　肇医師�

西 脇 市 下 戸 田 �

○�６３�
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◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。��
�
★母子健康手帳交付�
◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター�
　窓口で随時行います。妊娠届出書をご持参ください。�
�
★未来のパパママ教室�
◇６月６日（出産予定日が１５年９月・１０月の方）�
　開始時間　９時３０分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
�
★４か月児健康診査�
◇６月２３日　１５年２月生まれの乳児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
�
★６か月児教室�
◇６月  ５日　１４年１２月生まれの乳児の保護者�
　開始時間　９時３０分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
（取り皿･スプーン･エプロン･三角巾・材料代２００円持参）�
　託児ボランティアによる託児があります。�
　事前に予約をしてください。�
�
★１歳６か月児健康診査�
◇６月 ２日　１３年１２月生まれの幼児�
◇７月 ７日　１４年１月生まれの幼児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）�
（歯を磨いて行きましょう）�
�
★２歳児教室�
◇６月２４日　１３年５月生まれの幼児�
　開始時間　９時４５分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
　１０時までにお越しください。�
　（フッ素塗布をしますので、子ども用歯ブラシ・タオル・コップを持参してください）�
�
★３歳児健康診査�
◇６月１０日　１２年４月生まれの幼児�
◇７月８日　１２年５月生まれの幼児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）�
（歯を磨いて行きましょう）�
�
★にこにこくらぶ（ふたご・みつごをもつ親の交流会）�
◇６月 １３日　１０時～１１時３０分＝保健センター�
�
★にこにこ子育て相談�
◇６月４日・７月２日　受付時間　９時４５分～１１時�
＝市立児童館「チャイコム」�
�
★こころの相談�
◇６月２３日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所�
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉��
★一般健康相談�
◇６月 ６日・１３日・７月 ４日　１３時～１４時�
　＝社健康福祉事務所　（社保健所）〈予約制〉���★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査�
◇６月 ５日・１２日・７月 ３日　１１時～１２時�
　＝社健康福祉事務所〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）　
　　　（社保健所）　　�
�
★ネコの引き取り�
◇６月 ２日・１６日・７月 ７日　８時３０分～１０時�

　＝保健センター�
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〒６７５－１３８０　小 野 市 王 子 町８０６－１�
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�
人　口　５０,５７６人（前月比－２５人）�
　男　　２４,７７７人　　　　女　　２５,７９９人�
世帯数　１６,７６４世帯　　面　積　９３．８４�

５月１日現在�

ｋｍ�
２�

〈編集・発行〉小野市総務部市民サービス課�
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で
お
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う
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�

子
供
の
こ
ん
な
歌
を
聞
く
こ
と

も
最
近
で
は
、
す
っ
か
り
な
く
な

り
ま
し
た
。�

傘
は
、
も
と
も
と
笠
に
長
い
柄

を
つ
け
た
も
の
で
、
古
く
は
公
家

や
武
家
な
ど
身
分
の
高
い
人
た
ち

が
用
い
て
い
ま
し
た
。�

一
般
の
庶
民
が
傘
を
使
う
よ
う

に
な
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
将
軍

綱
吉
の
こ
ろ
に
蛇
の
目
傘
が
流
行

し
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
歌
に
も

出
て
く
る
こ
の
蛇
の
目
傘
と
は
、

傘
の
中
央
と
外
側
に
青
土
佐
紙
を

張
り
、
中
ほ
ど
に
白
紙
を
張
っ
た

も
の
で
、
こ
れ
を
広
げ
て
真
上
か

ら
見
る
と
、
蛇
の
目
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。�

さ
て
、
写
真
の
傘
で
す
が
、
好

古
館
に
来
た
子
供
達
が
こ
れ
を
見

る
と
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
「
か

ら
か
さ
」と
言
い
ま
す
が
、実
は
こ

れ
、
番
傘
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
蛇

の
目
傘
に
比
べ
る
と
質
素
で
作
り

も
実
用
向
き
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。�

こ
の
傘
は
黒
川
町
の
松
尾
勝
二

さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、

傘
を
広
げ
る
と
「
松
尾
」
と
「
　
」

の
記
号
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。�

番
傘
は
、
昭
和
の
は
じ
め
こ
ろ

ま
で
商
家
の
店
先
に
置
か
れ
、
に

わ
か
な
雨
の
と
き
の
貸
出
用
に
も

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
こ
の
傘

も
急
な
雨
降
り
の
時
に
、
た
く
さ

ん
の
人
を
助
け
た
も
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。�

じ
ゃ
�

へ
び
�

め
か
さ
�

県、市および河合地区自治会役員等が連携して進めてい

ました「かわい快適の森」が５月１０日（土）、森開きをしました。�

この森は、河合中町八ヶ池（岩浪神社南）から「夢の森公

園」までの約４ｋｍの散策道と２１ヘクタールの林相整備を

行い、河合中町「慶徳寺跡の祠」、河合西町「泣き石（大日

塔碑）」、「山ノ神」、「大塚山古墳群」、新部町「旧陸軍の土

塁跡」などが見学できる散策コースとなっています。�

「かわ
い快適の森」「かわ
い快適の森」
森開き！�

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。� 28平成１５年　広報「おの」6月号�


